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真珠貝の各種 ①

全国兵珠漁協 醐 =様平 (S_an ~ ~ ~" !' J-~~) 1オ{トアップ使用/



真珠貝の各議①

半円哀珠で最高のものを産するマベ貝(Pteriapenguin (Roding)) 

奄美大島産

(1) 

標準型のマベ貝殻内面、

みられる殻皮質の荷分泌はマベ

の抵抗性の敏感さを示す。

(3) 

蝶番線の畏いマベは環境の良好

なる所に楼息したものに多く、

母貝として優れている。

(5) 

マベの最も大きな害敵はテング

ガイである。

i5命保!はコテング。

(2) 
貝殻外商、環境の好ましからざ

る所に棲息する貝の殻表には殆

んど鱗片がない。

(4) 
害敵テングガイによってくだか

れた貝殻。

(6) 

テングガイがマベを攻撃する様

を示す。鋭い外草号線と蓋の力に

よって貝殻を打ちくだき肉を食

す。



昭和33年度真珠筏規制実施状況について※

平賀太寿雄

(三重県水産課真珠係)

昭和33年度の莫珠、真珠介、採苗用筏の規制方針並にその実施方法につきまし

ては、会報第2巻第12号に登載されましたが、その後関係者の方々の御協力に

よりまして規制事務も順調に進み、去6月3B-5日の間一部を残し登録を完

了し登録票の配布も終ったのでありますが、以下その概況をお知らせし皆様の

一層の御協力をお願いする次第であります。

昭和33年度真珠、真珠介、採商用筏、登録筏台数表
(33.6.5現在)

種 別 132年登録筏数
真 珠 89.176台 7山 G台 76.177台追加登録見込筏数
真珠介 21: 959 ~ 1 21: 959 ~ 11 21: 769 ~ 1 4. 2叩台
小 計 1l1.135 1 100.459 11 97.946 追加登録見込筏数
採苗 4: i19 ~v3: OOO 11 vi 820 1 4.おO台

昭和33年度の真珠及び莫珠介筏の総登録台数は追加登録見込分を含め 102.

196台となり規制臼標数の100.459合に比べ、1，737台が超過することにはなりま

すが、略その目標を達成し得たわけでありまして、これは関係者の方々がよく

真珠業界の現肢を認識され協力された結果にほかならぬものと存じます。

次に冥珠筏の規制日擦を超過した内容について検討いたしますと次のとおりで

あります。

真珠筏の減枠内訳表

差 51(威台数

大業者(300台以上)分 1. 500台1.220台 280台
県外進出分 3. 00 0 1. 224 1. 7 76 
漁場密度分 7. 000 6. 308 692 

計 11.500 8. 752 2. 748 

大業者分の減枠不足、 280台は当初300台以上の大業者とされた者の内にその

内容について調査した結果300台以下であることが明となった者が5名あり、

※ 1958年6月初日受理
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これ等の人に釣し5%の規制を免除した iめであります。

県外進出に射する分につきましては業界の不況も影響し当初の計画が縮少さ

れた結果と考えられます。E!jJち次表のとおりであります。

昭和 33年度分

区

施術
移殖

1月末の計画

5.∞D千介
ら∞o
10.。∞

備考

詳細別表

決定数量

4.0ol千介
0 
4.0回

数
数

分
一
員
貝

一
画
題

一
計
計
計

県外進出計画の縮少による減枠目標不足台数は L776台となり、これが全体

の規制を通じ目標筏台数に差を生じた大きい原因となったわけであります。

漁場密度に応じた規制目標の不足台数692台は昭和32年度における登録洩れ

が判明した結果によるものであります。

以上のように33年度の規制事務は一応終了したのでありますが、今後は漁場

秩序維持のためのパトロールも強化されることになっていますし、主主録票につ

きましても 6月15日迄を筏え添付する猶予期間とし6月16日以降添付洩れの抵

は取締の封象になりますから違反のないよう注意して頂きたいと思います。

又6月下匂から始まる稚介採苗につきましてはこれが真珠計画生産の基盤と

なりますので、県真珠介漁協とも連絡を密にし既定方針に従い厳重な規制jを実

施したい考えでありますから皆様の尚一層の御協力をお願い申し上げる次第で

あります。 (33.6. 9) 

県外進出に対する筏規制内容
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真珠輸出所得の特別控除について※

伊 原 良 乍
γ

a
d
t
}
 

(全国真珠漁業協同組合)

租税特別措置法によって翼珠を直接及び間接に輸出した場合は、生産者も相

当の輸出所得の特別控除がなされる事になっております。

真珠の年間輸出量は6，000貫余であって生産の大部分が輸出されて居る訳で、
生産業者も完全外貨獲得の関与者であるのに、実績からして適用を受けて居る

人は少数しか見受けられない。理由は輸出自i明を得るのが困難であるのと、青

色申告者に限られて居る関係であります。

喪珠は他の:険出商品と異なり、真珠の一個-~固に生産者の商標を貼る事が出

来ず、その流通が自然不明瞭となり、ネックレス等が製品になる迄には、一生

産者の珠のみで完成品となるのが稀である。この様な径路をたどるためこれが

結果的に輸出缶明を得るのを困難にしている原因となって居ります。

輸出業者は製品もそのま L輸出するから佳路が単純であり勢い夫々恩典に浴

している訳である。

法の精神からすれば養殖された冥珠が輸出され Lば当然控除される枠内であ

りながら、前t乙述べた様に商品の性賀上取引の径路が明確に出来なくなるのと

さらに加工部門に於いて同一生産者の珠のみにては輸出品とならない場合がら

る等の関係で、輪出業者・の輸出証明書を得られないと云う事が最大の原因とな

っている様である。

上記の次第でありますから青色申告者となる事は申す迄もありませんが、法

律が空文にならない様輸出業者の協力は勿論の事ながら、生産業者から輸出業

者の手に渡る迄の商品の径路を明確にする様双方努める一方、税務当局へ取扱

いを真珠に限り、他の輸出品とは別の方法を考慮して頂く様変動朕況を具体的

に示し、認識を深め根擦を明確にして、特別に、手続の改正を御願いする様折

衡すべきであると思います。

要は輸出訟明書を得るのに、如何にするかによって完全に所得控除の恩典に

浴されるかが決定される訳であります。

器提 6月経営研究分科会例会講演要旨
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社会保険について※

方え 井 信 也

(御木本真珠会社}

法で定められてゐる各極社会保険はいうまでもなく事業場に麗用されてゐる

者の傷病、死亡、出産等に封し療養、手当金、休業補償、年金等の給付を行う

ものであるが、市町村で行ってゐる国民健康保険は別として社会保険は次のよ

うなものが法律で定められて居る。

健康保険

厚生年金保険

失業保険

労働者災害補償保険

船員保険

真珠養殖業においては従業員も少数である事業場が多く社会保険の殆んどが

強制適用でないので加入してゐない所も多いように見受けられるが各種保険に

ついて適用及び給付の概略を述べ初心の方の参考に供し度い。

1. 先づ各種保険の適用(加入)について真珠養殖業は農林、水産、牧高等の

産業の分類に入り他の工業、事務所等と異り船員保険を別として殆んどが強制

適用でなく任意適用となって居る。

従って加入しなくてもよいのであるが、最近各事業場においては健康保険の

加入が増加してゐるようであるので参考までに各種保険の適用を次のように一

覧表としてみた。(細部に立つては省略する)

保険の区分I(適加用入)I適用の条件
健康保険l任意 従業員の2分のl以上の問動要する
保険

鵠マ震|任意|従業員の2分のl以上が適用を希望するときは適用申請する

失業保険 I強謡制I過事務半所数勤が務適用の者を希(但望しす5人る以と上き)はは適強用制申適請用すとるなりその他の者の
船員保険!強制l船員法第l条に規定する船員 (5屯以上の船舶、 30屯以上の漁

紛の船員)

※ 6月経営研究分科会例会講演

-4-



2. 保険料

右の保険に加入した場合、被保険者(本人)及び事業主(会社)が支払う保険料

について同じく一貫表としてみた。

主 12保険者!料計 l備 考

111健康保険11∞円に付 11∞円に付 11仰に付 j望Ltiマ4553hZ
1 ~ "" sf< 'V1' P""j 3月沼銭 I 3円25銭 6円50銭l10ii月についてでゐる
! ，，1 ~ = '"h d~ w"，j 1級 1 8 同 ! ク 8円 16円Ii日給 160向以上12日藤健康保険;一 一一一一一一一一 一一一一一
!ユ一一一一一OI'-"'!_2践し8._EL上空 5円ー 13同一Lムユ60叩主温一一
i ..， 1"，，' "'--"'" .6../"'-1""，1 100悶に付 1100同に付 1100円に付 1100円に付とは健康保31厚生年金保険l E門部 ム 1 1 !'-T-~ -----r::m:. VI"I~y.:. 1 1円15C銭 1円50銭 1 3河 l険と悶じ

4:船員保険1100円可{右田銭 1
1
∞;高品 l刊思議[??保険を受けられる

古語一商工昨ぺi瓦戸可証戸∞品乍了一
6;明失業保険1100円に付提出

l∞円YL9円又は8円l i 
川日~山 {i 全部事業主負担 | 川但し災害発生の率によ|

21級該当 1月に付l医| リる 1、3原まで唱力日 l 

註、 100円に付O円とあるが4捨5入等により若手額異ることがある。実際

には賃金の額により「標準報酬月額Jが定められ各級に該当する保険
料を支払うようになってゐる。

3 保険に加入して、傷病、欠勤、死亡、出産、障害、失業等があった場合ど

のように給付(支給)があるかを簡単に一覧表としてまとめた。細部及び船員

保険は省略する。

第 l表

第 2表

第 3表

第 4表

第 5表

健康保険

厚生年金保険

日雇健康保険

失業保険

労災補償保険
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険

100円
3 年

保康健第 1表

静 272開設

!養lLiz--J瓦忌ムー率 2000円
どに二二二J J 

!一色一空17l配偶者分娩費H-率 10∞円

し[戸当-11ヶ月一∞円づ>.6ヶ月間

漂海報酬月額 1ヶ月分支給

」被Lt-!一両J品目
i|ilゴ-!日一層とき

暗示!直盈聖出子]

健

康

保

険

の

給

付

一日i行三百仏一-LLA--l

曙戸官l
瓦ニ7F!M I 
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厚生年金保険

|通証言語五七否両郎両和証[
15年以上被保険者であった者に60才を超えて 1
から支払われる。年金額は定額(24，∞0円)+i 
標準報酬比例額(平均標準報酬月額×品。被保l
険者期間)で配偶者や18才未満の子があると i
N1人について年昭土盟回出超一一←J

第 2表

i6ヶ月以上被保険者であった者で在職中傷病 i
「一一一----1 Iで不具となったとき(業務上の場合は6年間停l
障害年金1-'1止)年金額は脚斡年金にl2.000間口
! 一一一一J Iた額、 2級は考令年金相当額、3級は老令年金j

|額の7割で1級か2級に該当する方に配偶者やi
I lR才米満の子供があるときは1人について年l
i額4，800月を加給する | 
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I I==~-::I I障害年金問う程度に達しない療疾になった(
「一一一一II場合に支払われる。但し肺結核等で病気のな|
ー!障害手当金Hおらないときは障害年金が支給され障害手当;
し一一一一 J 1金は支払われない。支給額は老令年金額の1.41
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第 3表 日雇健康保険

- 唖{健保険 様

一一%L日%Lト一
一圧}互王，一-1互_~I-{一割叶刷[ト川一イ{ 2脚削円

: 1-1一|互12i一層号制-{被保険者の欄に準ずる

第 4表

1 日額の算出

失業保険の給付

月給者 6ヶ月TZ子金総額 口給付日額
6ヶ月間の賃金総額

日給者 =給付日額
稼働日数

但し日額の最高は 56ο円止りとなっている。

2. 給付額
60 

1.の日額×下記日数×ーーを離織の白から1年以内の期間内に支給される。
100 

イ 同一事業主に10年以上被保険者として雇用された者………… 2708

ロ ij 5年以上10年未満被保険者として雇用された者 210日
ノ、

ーー

ホ

// 

。，

ij 

l年以上5年 ij ij ij …… 180日

l年未満(離職日以前l年聞に被保険者として10
ケ月以上雇用された者…………………………… 180日

1年未満(離職臼以前1年聞に被保険者として6
ケ月以上9ヶ月以下雇用された者…………………即日
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第 5表 労働者災害補償保険の給付

1. 療養補償費

業務上の傷病に封して支給される

診療、薬剤、治療材料、処置、手術、入院、看護、移送等で3年間。但しそ

の費用が10∞円未満のときは会社(事業主)が支払う。

2. 休業補償費

業務上傷病の為就労不能で賃金の支給をうけないとき、休業 i臼について平

均賃金の6割、期限3ヶ年、但し休業7日以内のときは会社が支払う。

3 障害補積費

傷病が治ったとき身体に障害が残った場合に障害の程度に応じて平均賃金の

50日乃至1340自分を支給される。

4. 遺族補償資

傷病の為死亡したとき平均賃金の1∞08分。

5 葬祭料

死亡したとき平均賃金の60日分。

6. 打切補償費

傷病の治療が3年経過しても治らないとき平均賃金の12∞自分を支給されそ

の他の補償は打切られる。

垂下深度についての一つの考え方※

蓮 尾 真 澄

(国立真珠研究所大村支所)

翼珠養殖に関する各分野の研究が進み、アコヤガイの室内飼育によって莫珠

が得られるという時代が到来すればともかくですが、それは遥かな夢物語とし

か考えられない現在において、漁場の問題はどうしても切離すことの出来ない

ものとして、常に大きな関心を払うべきでありましょう。

支所においても、発足してまづ、養殖環境と真珠の品質の関係を検討しまし

たが、その結果をみても、同一の技術者が同じ方法で同様な素性の貝に挿核し

ても漁場によっての色の出現率や、巻きに差異が認められたということは、漁

※「しんじゅ」第29号より
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場の珠に与える影響がどんなに大きいものであるかを裏付けしているものとい

えましょう。それでは悪い漁場を与えられたものは、一体どうすればよいのか、

それが宿命的なものとして諦めてしまわねばならぬものであるか、或いは何等

かの方法によって、漁場の患い面安幾分かでもカパーし得る打開策はないもの

だろうか。こ与に漁場活用の問題が起きてくるものと思います。

真珠養殖の場合、広大な漁場を人間の力で改良していくということは到底望

み得るものではありません。しかし、与えられた漁場を出来る限り有効に、生

きた使い方をするという面においては、最も積極的であってほしいものです。

現在でも、従来の龍養成の他に、水層を立体的に利用する目的で縄市養成方

法が盛んに採り入れられて、相当な成果を収めており、又、一時的なものとして

は、出水時や夏季の高水識に因る貝の夢HE、衰弱を防止、軽減するために寵を
深く吊り下げたり、浅吊り、深吊りの方法で排卵を促進する等、或程度漁場を

生かして使用しているようですが、これら積極的利用の場合にその狼擦を何に

求めたらよいだろうか、何か目安となるものがあってこそ、無駄な労力なくし

てその目的を達し得るわけです。その目安になるものとしては、まづ水、温・比

重等が考えられますが、これらの環境要因が貝の生活活動に及ぼす影響を考慮、

に入れての養成方法こそ最も望ましいものといえましょう。

現行のような垂下様式が続けられていく限り、貝の垂下深度には特に留意す

る必要があると考えますが、現在、1.5-2米の水層に吊す場合が通例となって

いるようです。この深度はアコヤガイの生理活動についての考慮、というより

は、むしろ、資材・海事作業の操作の面に重点が置かれているのではないでし

ょうか。

一方、アコヤガイが正常な生理活動を維持していくための水温の適応範囲に

ついては、貝殻の開閉運動・憾の繊毛運動・心臓の持動等と水温との夫々の関

係について、諸先生方の研究報告がありますが、これらを綜合すると、適応範

閣は13度-25度で、この範囲内でも高温なる程、活滋な生理活動を示すものと

考えられるようです。

そこで、垂下深度を決める場合、アコヤガイの生理活動に重点を置き、 7Jd毘

を目安としてとりあげ、出来る限り、適応範囲内での高温なる水層を利用して

養成した場合、貝の成長・核の歩留り・色の出現率にどのような影響が現われ

るだろうかを検討するために試験を実施してみました。

試験材料としては、英虞湾産養殖3年ものを使用し、試験貝・封照貝各300個

につき、昭和30年7月上旬施術(核2分-2分3J夏、 2個挿入)各10寵に分配収容

し、 8月より31年11月まで多徳島試験地で垂下養成しました。試験貝の垂下深
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度の決定は、毎週1回の定点観測により13度-25度の範囲内での最も高温な水

層を求め、金網龍がその水深に位置するように、週l回吊線の長さを調節し、

封照貝は常時2米(冬季間を深く)に垂下しました。

試験期間中の適混層の移動に伴う垂下深度の変化について述べてみますと、

試験開始より 9月中旬までは9-10米の底層に吊り下げ、 9月下匂より最適水

温が次第に中層・上層えと移行するにつれて箆の深度も7-5-2米とし、10中匂

よりは逆に垂下位置が7-10米の範囲に求められたが、 12月下匂に至り各層共

に13度以下となったので、試験貝・封照貝を10米に吊り下げ、厳寒時における

貝の哀弱・奨死の防止軽減針策とし、翌年4月初めまでこの深度を保ちました0

4月上旬となり、 7xihll.が13度以上に安定したので、再こf試験貝は最適温!曹を求

めて垂下し、釘!日景、貝~7.常に 2 米に吊すことにしました。

上層の水温が上昇するにつれて、深度も浅くし、4月中旬より 7月中旬までの

深度は1-3米で、封照貝よりも浅い 1米の水層に吊す期間が永く、7月中匂より

上層の水温は25度以上となり、適温の範聞を遠ざかるに従い、垂下層も次第に

中層から底層えと移行し、 8月下旬より 9月ヒ句までは一時浅く、 2-4米?とし、

それ以降は適温が深層に求められ、 8-10米への垂下が続きました。

以上の操作による試験の結果は次の通りでした。

(1 )成長量

養成期間中の平均成長・増重は第 l 表に示す通りです。 t~検定法によれば、

殻長は危険率5%で有意の差が認められ、殻高・殻巾・重量はいずれも危険

率1%で有意の差が認められる。

即ち、出来るだけ最適温に近い水層に垂下養成した方が、常に一定の深さに

吊して養成した貝よりも、成長、増重共に優れた結果を示しています。

第 1表 成長・増重量 (A…試験貝 B…対照貝)

~ー毅 l 長 14「3-|一堂-J-ii-量一A B A B A B A B 

mml ~ 

1m !IiJ P土 I~生LI___Q3._3_ーし堕.]_J ___Q里工LI_~2.7_/___22._3_L_39，_Q止し旦J:L
日企_l_一生I_Q生LI61. 4 1~!__1臼 I~は~i 71. 65 I 64.72 

成長量 I10. 2! 8. 1 j 13. 7 11. 4 I 6. 2 I 4. 6I 32.62I 27.45 

(2) 脱核率

取揚良についての脱核率を調べると第2表の通りになります。

X2ー検定法によれば、危険率 1%で有意の差が認められます。つまり、最適

水温の層を求めて垂下した方が、脱核率が低いことが判りますが、これは、



浜揚げの途中において、置感的にも感、じられました。

第 2表脱 核 率

l三面r11;--草有弓E
」一三一I_JßQ__I____3担一1~__1_70.0旦一;一一_lQし 30.00

一一 179 394 I 231 58. 62ム 163 I 41.32 
-(3) 珠の色の出現率

浜揚珠の色の出現率を示したのが第3表です。

X2ー検定法によると、危険率5%で有意の差が認められない。つまり、この

試験の範囲では、試験貝の方が封照貝よりも、特にピシク・ホワイトが多い

とか、クリームが少いとかいうことは出来ませんが、その傾向は窺われるよ

うです。

又、試験貝の珠は、封照貝の珠よりも、格段と光沢がすぐれ、取珠の少いこ

とが目立ちました。

以上、アコヤガイの生理活動と水温との関係について、今までに得られた研

究成果を、垂下深度の決定に応用してみた場合の効果について申し述べまし

たが、実際問題として、多量の貝を取り放っておられる業者の方が、本試験

のように垂下深度を頻繁に変えるということは、到底出来ない相談でありま

しょうが、少くとも、春先浅く、夏深くと云うくらいの操作については留意

していてもよいのではないかと思います。

いづれにしても、自分に与えられた漁場の性格を充分に把握して、それを出

来るだけ有効に使用していこうという心構えを養い、実行に移していくのが

肝要なのではないでしょうか。私は本試験の結果よりも、むしろ、そのこと

を強調したいのです。

第 3表 浜揚珠の色の出現率

刊訂出lil台市古
内

4
1
A
 



真珠雑感(1 )※ 

アコヤガイと環境(1 ) 

山 内 栄

「水温計や比重言十を使って忠わぬ失敗をした。 J、「学者の云う通りゃったら
貝が死んに。」と云う人の為にと思い筆をとってみましたO あまり役に立たな

いかもしれませんが、何かの役にはなると思います。

本文に入る前に、真珠養殖と云うものは時と均所で変化する複雑な環境とア

コヤガイとを相手の仕事?こー。込と云う事を頭に入れておいて下さい。これはむ

しろ一部の学者に云いたい言葉ですが………。

① 水温と比重の正しい求め方

手で水i誌を口で比重を、所謂経験と勘で養殖していた頃には失敗しなかった

のに、科学的にと思い水温計や比重計を使ったら失敗した、やはり真珠屋は経

験と勘で仕事をした方が良いのだと云う参事を時々開く事があります。

たしかに真珠を養殖するのに水温計や比重計を用いなくとも、多くの場合手

と口で充分に用がたせますが、そう?ごからと云って科学を軽視する事はいけな

い事です。特に現在の突虞湾の様に漁場が悪化している場合には、どんどん科

学的な知識を利用して行かなければならないと思います。

元にもどって、では何ぜ水温計や比重計と云う科学的な器具を用いて失敗し

たかと云う事を考えてみますと、それには2つの原因があると思われます。 ];[IJ

ち、水温計や比重計の正しい使い方を知らなかった為と云う事と水温や比重以

外の条件か悪かった、良IJち水温計や比重吉十で知る事の出来なかった他の環境条

件が貝にとって適していなかった為と云う 2つの原因であります。(勿論、こ

の場合貝の生理状態が関係していたと云う事も考えられます。)

そこで、こ Lではとりあえず最初の問題を取上げて、水温計と比重計の正し

い使い方について述べる事にしました。

「採水器」 先づ採水の方法ですが、私が今まで見聞した所では完全な方法で

水を採っている所は少い様に思われます。

※ 1958年6月11日受理

ハ
〈
U
1
3
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採水が不完全だと云う事はその次ぎの水温や比重の測定法が完全であっても、

その値は信用出来ないのでありますから、水温・比重の測定に於て最も重要な

部分なのであります。ところが実際はこの根本的な採水が比較的軽くみられて

いる傾向があります。

夜、が見た中の一例を上げてみますと、竹の先にビーノレ瓶を縛りつけて採水し

ている所がありました。この方法によりますと、まあ表面の比重だけは一応正

しい値は得られますが、 2米、 3米と下へ行くほど不完全になってしまいます。

ビーノレ瓶の口は聞いたま Lですから、いくら早く下へ下げたと云いましても 5

米や8米層になりますと、目的の深さまで下げるまでに目的層以外の水が入り

込み、どうしても正しい比重を求める事は出来ないわけです。特に雨期、上層

部の比重が低い場合等にはこの傾向が強いわけで、目的層まで下げるまでに低

比重になってしまう。

では如何すれば良いか。理想、から云えばナンセン式採水器とか北原式採水器

とか普通、海洋観測に使う様な採水器を用いれば良いわけですが、各真珠麗さ

んがその様な器具を捕える事は不可能な事ですし、それほどにしなくとも手製

a
E
O
 

A B 
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a.…・・ -綱

b.....・H ・竹

c..・…...細織

d…・・・…桧(ゴムまたはキJレク)

e...・…・・ピ戸 Jレ瓶(ゴムで周りを包

む)

f. .…..重

A型の場合は径をすると、 aとcで

瓶をさ Lえる事になり、 a'以下はa

にたるみが出来る。採氷水深まで下

げ、少し上げて落すと震の反動で栓

が抜けて、aのみで瓶をさ与える事に

なり、必要な海水を採水する事が出

来る。

B型は竹に瓶を縛りつける場合

で、採水水深まで下げ、aを引くと桧

がぬけて水が入る。



の採水器でもその作り方と使い方さえ良ければ充分使いものになります。

要は目的の層の水?ごけを採るものを作れば良いわけで、私もこれまでにビー

ル瓶を利用して、よく採水器を作りましたが、それで採水した水の比重と北原

式採水器で採水した水の比重を比較しましでも、比重計に現われてくる様な大

きな差はみとめられませんでしたO

手製の採水器とは何様なものか。実際に作って用いられておられる所が多く、

今さら書く必要もないとは思いますが、反面、前に述べた様に不完全な方法で

採水しておられる所もありますので、参考までに私の作った採水器の関を;書い

ておきます。

要はビーノレ瓶に栓をして、目的の層まで下げてから栓を抜く様に工夫すれば

良いわけです。

実際に採水する場合に注意すべき事は採水前にビーノレ瓶の中を海水でよく洗

っておくと云う事です。 (2、3度、海水を入れてゆすぐ}何故かと云いますと、
夏などに前日、底に残っていた海水が蒸発し、塩の結晶が出来ている場合があ

る為で、採水前に海水でよく洗い、しかる後に中の水を出来るだけ出してから

採水する事が必要です。

次ぎに水温はビーノレ瓶の採水器でも正しい値を示すかどうかを考えてみます

と、ビーノレ瓶をそのま L用いますと私が調べた結果では北原式採水器の場合と

10 C差がある場合がありました。(この比較を行ったのは春ですが、夏にはも

っと大きな去が出るものと考えられます。)

これは結局、下層で採水した水を上に上げるまでに途中で温度変化の影響を

焚けやすい為であります。

それでは途中の温度の影響を受けない様にするにはどの様にすれば良いかと

云いますと、それにはビーノレ瓶を熱伝導の思い物賀で包んでおけば良いのです。

北原式の採水器をみますと熱の不良導体であるゴムやエボナイトを用いてあ

ります。 fごからビーノレ瓶の採水器もその周りをゴムかエボナイトで包んでおく

と良いわけで、私はゴムとしてゴム長靴の古を利用してビーノレj慌をゴムで巻き、

それを針金で縛って用いました。そうするとこの場合、ゴムと共にそのゴムの

間に入り込む海水自体も熱の不良導体となり、採水器としての目的を達する事

が出来ます。

比重の所では採水前に瓶の中を洗っておく事が必要だと述べましたが、同時

に瓶の温度を海水の温度に近づけておく事が必要です。特に夏など屋形のとに

採水器を置いておきますと非常に瓶が熱くなっており、そのま L用いると実際

の温度と非常に違う場合があります。(私は採7J<.後はビーノレ瓶の採水器を常に
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屋形から水中に吊り下げて量き、採水前に引き上げて水を出して用いる様にし

ておりました。)又採水場所(水層)によって温度が違うわけですから、採水

する場合にはその採水水深に少くとも30秒以上、 l分近くは置いておき、瓶の

温度とその水層の混度が一緒になってから引き上げる様にしなければなりませ

ん。

次に採水して実際に水温と比重を測る場合の注意でありますが、これに付い

ては先きに本誌第3号に於て坂本氏が書いておられるので精しくはそれを見て

頂くとして、こ Lでは現場で行われている謬った方法を中心に測定?去を述べて

みたいと思います。

;混」 先づ最初に必要な事は採水してすぐに水温の測定をすると云う事です。採

水してすぐに水誼を測らなければ、いくらそれまでの採水方法が完全でも正し

い水温を知る事は出来ません。(この事はわかりきった事ですが、この様に行

われていない場合も多くあります。)

採水したならすぐに採水器の中に水温計を入れて、採水器の中で捜持してか

ら水温を読みとる様にします。水温計の種類によって多少走はありますが、約

30秒捜持して後に温度を読みとるべきです。又水温は水温計の下の水銀の入っ

ている球を水中に入れたま与読みとる事が必要です。よく水温計を採水器から

iliして見ている人がありますが、その様な事では正しい水温を知る事は出来ま

せん。

次に水温の読みとり方ですが、よく水温計を上の方から見て水温を読みとっ

ている人がありますが、正しい水温は常に日を水銀糸に封して直角に保つ様に

しないと知る事は出来ません。(私は臼を直角に保たさせる為に採水器を貝掃

除の台の上に置き水温を測っております。足もとに採水器を置いたのではどう

しても不正確になりがちです。)この事は坂本氏が第3号に図を書き説明され

ておりますし、水誌計に付いている検定書にも書いであると忠いますからそれ

を参照して下さい。検定書と云えば、検定書てなんですかと時々聞かれる事が

ありますが、責任ある水温計には必ず付いており、それには温度の補正値が書

いてあります。水温計は正確に作ったと云っても、それぞれ誤差があるもので

水温計に25υCと現われたからと云ってそれが正しい温度とは限らないわけで

す。 Tごから同じ水温計を使うなら検定書の付いている水温計を用い読みとった

値に補正値を加え正しい水祖を知る様にしたいものです。※ (検定書がないか

療研究会で斡旋している水銀水温計にはこの検定警がついており、夫々お渡ししていま

すから是非見る事を実行して下さい。(編者記)
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らと云って外の水温計の検定書の補正値を写しても、水温計 1本、 l本それぞ

れ補正値は違うのですから意味ありませんO やはり最初Jから検定書の付いた水

i宣言十を求めるべきです。)

補正値まで加えなくても大体の温度がわかれば良いのだと云われ与ばそれま

でYすが、だからと云って水銀糸が途中できれぎれになっている様な水温計を

用いていれば、昔の手で水温をiflUる方法と全然変らないわけで、なるべく正確

な信用のおける水温計を使うべきだと思います。

よく採水している時聞がないからと云って水獄計をヒモで吊し、目的の水深まで

下げ、引き上げて自主主を読んでいる人がありますが、確に目的の水!震では正しい目

皇室を示してはいますが、上る途中の水中空気中で変化してしまいますから正しい水

混は得られないわけです。

この場合、水滋計の水銀球の部分を綿で包んで、用いますと綿に含んだ海水が熱の

不良導体となり、比較的正しい償を得る事は出来ますが、出来るなら採水器を用い

る様にすべきだと思います。

毎日、ある一定の水深の温度を知りたい場合には採水器の中に水温計を入れて吊

しておき、必要な時に上げてみると云う方法をとれば良いと 4思います。

「比重J ょく伝馬船の上や屋形で比重を測定している所がありますが、やは

り採水して水温を測定したなら、その水をビール瓶にとり(最初、少し海水を

入れ二、三度ビーノレ瓶をゆすいでから海水を入れる様にします。)栓をして持

ち帰り、静かな風のない、直接日光のあたらない室内でゾも測定するべきです。

比重はガラスの筒に水を入れ、その場合も採水器からビーノレ瓶に水をとる場

合と同様に、最初その海水を少量入れてゆすいでから入れる様にしなければな

りませんO 次にその中に比重計を入れるわけですが、その均合も同様に比重計

の頭部以下を洗ってから静かに海水の中に入れます。この場合、 とから水をか

けて比重計の頭部に水滴をつけたりしては正しい値は出てきませんO

いちいち海水で、何枚ゆすぐ必要があるのかと思われるかもしれませんが、

夏など測定前に海水を入れる筒や比重計を見ると、毎日観測している場合には

その表面に塩の給品が出来ております。この様な場合、もし海水でゆすがずに

そのま L用いると、その塩が溶けて本当の値より高い比重を示す事になるわけ

です。

同様な意味で常に比重計を清潔に保つ様に心がけ、油やコーノレターノレを比重

計に付けない様にしなければなりません。もしその様なものが付いた場合には

アルコーノレをガーゼに浸し、「寧に拭っておく事が必要で、比重計はその頭部

を指で持つ様に心がけねばなりません。(よく油やコーノレターノレの付いたご予で
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比重を測定している人を見かけますが、その様な事は絶射にさけるべきであり、

水面に油などが浮いている場合にはその部分を流し去ってから比重を測る様に

しなければなりません。)

目盛を読みとるのは比重計が停止してからであり、 (その意味で船の上や軍

形のとで比重を測定する事はさけるべきです。)比重計とガラスの筒が引驚か

ぬ様に注意:しなければなりませんO

目盛(水温計とは逆に上からドへ刻んであります。)の読みとり方ですが、

水温の場合と同様に目を直角の位置にする事は勿論必要ですが、よく表面張力

で躍り上った部分の回践を読みとっている人がありますが、正しい慣は水面の

延長線の所の目盛を見なければなりません。(坂本氏の図を参照して下さい。)

又、比重を測定する場合はその測定した時の水誌も忘れずに求める事が必要

で(水温は比重を求めてから測る様にします。比重言十と水温計ーを同時に入れた

り、)1慎序を逆にする事は絶釣に避けるべきです。)野帳には22.5(25.20C)と云

う様に読取比重と測定時の水温を書いておき、後で湿度吏正し標準比重を求め

て整理しておくと良いと思います。

よく比重t:'けをmuり、その時の水温を測らない人が居られますが、比重は水

温によって異る(水温が高くなるほど値は小さくなります。)のですから、必

ずその時の水温を測り標準比重0151ノこ換算しなければなりません。比重を比較す

る場合、それぞれ水温の値が違っている比重では意味がないわけですから、標

準比重が必要なわけです。

以上、比重と水温の測り方について書いたのでありますが、これに射し現場

の人は大体の値さえわかればそれて"良いのだから、そんなにしなくても良いで

はなし、かと云われるかもしれません。しかしそれなら何も水温計や比重計を用

いずに千と口でやっておれば良いわけで、 7ki鼠 ~tや比重言十を用いるのなら正篠

に測り、正しい債を知るべきfごと思います。

経験と勘、その中には確に科学的な方法より進んだものがあり、 一部の学者

が:r::う様に無意味なものではありませんO しかし何時までも経験と勘にだけ頼

っていては現在の養嫡業は進歩しませんし、 t過の場所へ進出した場合に思わぬ

失敗をする事(本誌第6号、真珠養殖との問題:宮舟参照)もあるわけですから

取り入れるべき科学的な方法はどんどん取り入れて行くべき?ごと思います。

水温・比宝章 .PH・溶存酸素量:等の環境条件とアコヤ貝との関係、研究資料の利用

法等について述べたいと思っていたので、すが、長くなりますのでその事に付いては

次の機会に述べたいと思います。

円む
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真珠加工の基礎問題※

(2) 真珠品質に及ぼす熱の影響

和 田 浩 爾

(間立真珠研究所)

冥珠の加工にあたって熱が加えられますが、熱l士翼珠の加工に直接関与する

のではなく、薬品による加工処理の際にその反応促進の役をなしている事は皆

様も周知のところであります。このように熱が加えられた場合に車珠の品賀が

どのような影響を受けるかについて矢口る事が真珠の品質をあまり悪くする事な

く上手に加工する一要素ではないでしょうか。そこで今回は熱の真珠品質に及

ぼす影響について解説いたしたいと思います。

前回に述べましたように真珠の成分は主に炭酸カノレνワムで、議石として結
晶しコシキオリシと交互に累積しております。今このような成分と構造をもっ

ている真珠を粉末にして熱分析装置の中に入れ、温度を毎分lOOCの割合で

10000Cまで上げながらその間の真珠の熱にますする変化を調べてみますと、第 l

関aに示した通りです。この関からわかりますように300C前後から曲線の下降

がみられますが、これは真珠の中に図まれている吸着水が脱出する事に原因し

(~r:; 1 図)
(a) 
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第l関熱分析による真珠腎真践の熱的変化。 a・米，111理試料。 b:脱有機物質試料。

。 501) 

1958年6月1'7日:受理
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ております。吏に温度が加わりますと曲線は上昇をしはじめ3000Cから 5000C

の間に小さな2つの発熱反応が起り、後7500Cまで変化がありませんが、 8000C
から 9500Cの間に非常に顕著な吸熱ピークがみられます。このうち発熱は真珠

の中に含まれている蛋白質の燃焼に原因している事が次の実験によってわかり

ました。すなわち、上の実験に使用したと同じ試料の有機物質を薬品によって

除去し、これを熱分析してみましたところ第l図bのような曲線が得られたの

です。これと先の曲線とを比較してみますと、脱;有機物試料では発熱がなくな

り、反t1に4000Cから 4500Cの間に小さな吸熱反応がみられるようになりまし

た。ここに新しく現われた吸熱反応は章受石が方解石に変化する事によって起

り、 8∞。Cから 9500Cの吸熱は結品水※の脱出に起因しています。

このように真珠を構成している霞石は熱に弱く 4500Cという低温で他の磁物

に変ってしまいますし、また有機物質は3000Cから5000Cの間で燃えてしまい

ます。しかし実際の加工にあたっては種々なる薬品によって処野一致しますか

ら、更に色々な影響が現われ、震石のような不安定な積物はもっと低い温度で

も変化をきたすのではないかとも思われますし、また蛋白質の上場合でもこれが

燃焼する前に種々なる変化がある事が考えられます※※。以上に述べました繍物

の変化や蛋白賀の燃焼は真珠の加工として考えた場合には温度が非常に高いの

で、このような影響が起る事は絶封にないといっても過言ではありませんが、

真珠の加工処理過程に加えられる温度の400Cから 800Cぐらいの間ではどのよ

うな変化が真珠のどのような部分に現われるかについて次に観察してみましょ

う。

上の実験からもわかりますように、 300C前後から真珠の中にある吸着水が脱

出していますから、多かれ少なかれ莫珠に何らかの影響がある事を意味してお

ります。こ Lで一番考えられる事は水分がなくなり真珠が割れてくる事です。

そこで今度は次のような実験をおこなって真珠の表面を顕微鏡によって観察し

てみました。また同時に真珠の蛍光に変化がないかも調べてみました。先づ佳

温器によって40、60、80、100、120、140、1600C及び 180DCの各誌度に保っ

て、その中に真珠を30分ずつ入れて取り出し観察してみますと、 1000Cまでは
殆んど変化がみられませんが、 1200Cになりますと真珠の光沢が多少にぶくな

るようです。更に 1400Cになりますと真珠の表面に非常に細い亀裂が多数入り

ます。しかし肉眼的には見えないものも沢山あります。 1600Cになりますと細

※結晶水とは塩類の結晶中に化合して含まれている水。

Ç.~※ 蛋白質を構成しているアミノ酸は2800Cから3500Cぐらいで融解または分解し

ます。あるものは2000C前後でこわれてしまいました。
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い亀裂のほかに大きな亀裂もみられるようになり、色も相当稜黄色になり光沢

はなくなってきます。 1800Cでは細い亀裂や太く長い亀裂が多数観察されます

し、色も濃い積黄色となり勿論光沢はありません。一方、 1000C以下では殆ん

ど30分間の加熱では変化がみられませんので、2時-間ずつそれぞれの温度で加熱

しましたが同様に変化はみられませんでした。しかしながら、加熱が急激にお

こなわれるか徐々におこなわれるかなど、加熱の方法によって非常な廷があり

ますから低誌でもj主意、する事が大切です。

この加熱によって生じた亀裂は真珠によってほゾ一定の方向性をもってお

り、また表面に口のある亀裂と口のない亀裂とがあります。このうち前者Aは表

習に生じたものであり、後者は内層に生じたものです。そしてこの雨層の亀裂

が互に誼角に交わったような場合もあり、個々の真珠によって異なります。こ

れら亀裂の形を模式的に開示いたしますと第2闘のようになります。

一方、真珠の盤、光に変化があるか調べてみますと、未加熱のものが透明な水

色から淡青色であるのに比較して加熱して肉眼的に変化のみられたものでは不

(第 2 図)

努2図加熱によって真珠に入る亀裂の僕式図。

透明な樟黄色から黄土色であり明らかな差があります。

以上は恒温器の中で加熱したわけですから、実際の加工の場合に種々なる処

理液の中にあって加熱した場合と比較して色々な面で差がみられるものと思わ

れます。事実、業者の人達が加工した真珠の表商を顕微鏡によって観察してみ

ますと薬品の種類によって種々なる蝕像と亀裂がみられますし、同一薬品で同
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一時間処理したものでも真珠によって差が著しいようです。この際処理溶液の

条件だけを考慮に入れ、加えた温度を度外視する事はあまりにも偏見すぎます

から、これからはこれらの事と処理時間などとの相関関係を十分に検討してい

くべきだと思います。また同時に個々の真珠で亀裂り入り方やその温る温度が

多少異なる事等から考えましでも、加工する前の珠の構造や京性を知っておく

挙が上手な加工をおこなう j二に非常に大!万?ごと忠、います。

テピロンパールネットに就いて※

平 本 寛 雄

(株式会社平本米次郎商府)

近年合成繊維が点珠養殖f8として江i坊の好評を得まして順次その関心を高め

つ Lあります際に今回良珠研究会伊勢部会主催の下に養勉用資材研究会が開催

せられ斯栄の進歩改善の為に大きな真I駄をなされる事は誠に1ifjJ同慶に堪えませ

んO

当平本i窃JrS('主本県四日市々に本社工場を持って居ります平田紡績株式会社の

特約J，Jjとしてテピロンパーノレネット其の他の各種合成繊維製品を取扱って居り

ます故合成繊維漁網特にテピロンパーノレネットに就いてお話申上げます。

合成繊維漁網の性能を評価する要案に就いて1淡路1ifjJ報告申し上げますと次の

4つに大別されます。

其の第一次的要素として原糸自体の性質や形体(長繊維か短繊維か)に依っ

て糸の強さ、比重・ l信閉じ・ riu'!熱・ rrrH薬等の性質が兵なりますが、これらの性質

は漁網やロープの製品になっても其の儲あらわれて宿命的な性質となります。

次に第二次的要素としまして之等の繊維を撚糸、編網する技術に依ってたと

え同じ種類の繊維で作られたものでも其の利用率には相当の違いが生じて米ま

す。

第三次要素としましては合成繊維漁網やロープの第一次的要素に由来する性

質は之を樹脂加工又は其の他の加工処理によりまして或る程度製品としての性

能を向上させる事が出来ます。

第四の要素としましては合理的な設計(仕立)であります。如何なる種類の

※ 6月研究会発表
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漁網でも繊維の1"1:貿を無視して仕立てられたものは優秀な性質を発揮する事は

出来ません。

以上の4要素を基準として合成繊維漁網綱を評価し検討をする事が肝要と忠

われます。現在市販されて居る合成繊維では漁網綱として総ての条件に満足す

ると言う事は国難であってそれぞれの性能の適性に応じて使用されるべきであ

ります。例えば真珠養殖用資材として要求される合成繊維漁網の性質と漁携用

合成繊維潟、網の要求される性質の諸条パーとの間には相当の違いがあり lつの種

類の網地が雨者の安求する条nを同時に満足する事は治んど不可能であります。
合成繊維漁網綱が養殖資材ーとして使われる為には多くの条Vfーが必要ですがそ

のうち重要なものとしては

(1 )耐海水性 (2)irrH光性 (3)呼擦強力 (4)Jfljj疲労性等があげられその上廉価

でなければなりませんO

テビロン漁網糸が之等の条f'I:をどの程度満たしているかについて概略御説明

申しとげます。

先づ最初にj魚、網の耐周年数に一番大きく影響を及ぼす海JK中に]jをける強力の

変化Elilちl耐海水性について考えて見ますと東海区水産研究所にて12ヶ月間海水

に浸潰した結果はナイロン 89昔、クレモナ 69台、サラン 3%の強力減少となっ

て居りますがテビロ γは全然強力に変化はありませんO

次にir討光性としてはやはり 12ヶ月間畳夜晴i~!~の別なく政置したものについて

の試験結果はナイロンが15%、クレモナが24%、サラシが10%減少しておりま

すがテビロシは6%の減少にと Vまったとの事です。

次に際擦強力につきましては試験結果ナイロンよりはわずか下組りますがク

レモナやサランよりは遥かに強い結果をポされて宿り特に水中に於てはその傾

向が著しい様であります。

こうして御す Lめする以上はメーカーとしても慎重を期して鹿りまして各種

の実用試験をして居りますが其の lっとして三重県水産試験均で、約4ヶ月試験

しました結果貝の生長率戎は網の汚物の附き具合網地の強力等に附いて三重県

水産試験場の報告書を参照下さい。

品質の点につきましては大体以上の通りでありますので真珠資材としては非

常に適して居ると思います。

問題は価格でありますがテビロンの原料は皆傑御承知の通り塩化ビニールで

あり我国に豊富に存在する石灰右を原料として造られますので比較的低廉に出

来ます。

其の他合成繊維製~珠養殖用資材の詳細なる数字的資料は皆様の御手許に差
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上げて御座屑ますノミシブレツトを御高官頂けば御わかりになる事と存じます。

ところでメーカーの平回紡績は皆様御承知の通り業界の先駆者として戦后逸

平く合成繊維漁網の実用化に努力し常に最も独創的な製品を産み出し今日合成

繊維漁網が全国津々浦々迄普及し漁民の一大福音となり漁業資材の第三次革命

を持たらしました事は御存知の通りであり此の平田紡績があらゆる合成繊維を

取扱って居ります中で哀珠養殖用に寵網資材として各種の必要条件に最も適合

と認め試用の結果も非常に好評を得て居ります「テビロンパーノレネット」を御

推奨致します。

尚今後共当平本末次郎商屈と致しましては平田紡績と連絡、研究を重ね一層

優秀で安価な資材の供給に専念致したいと存じますので、今後共倍!日の御引立

をお願い致します。

漁網綱用テピロンの性

(1 )形!伏

テピロンの断固は第l図に見られるようにマユ形をしている。

漁網綱用テビロンはプイラメシトヤーンで綿糸20番手l本相当のもの(繊度

260デニール単糸数60本)より 10本合糸相当までの各種繊度の糸を供給する

ことが出来る。

CIn機械的性質

1.比重1.39 

2. 強伸度

風乾強Nl度

正常強度 3.0-3.7g/d 

正常伸度 14-泊予告

第 l 図

テピロンの断面 ( x20Q) 

潔i閏強度
一一一一一一 ; 100% 
風乾強度
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結節強度

結節{中度

3. 弾性

2. 0-2. 7g/d 

9-12% 

種々の弾性数値は次の通りである。

ヤング率

3%仲良弾性

弾性限界仲度

弾性限界強度

樹撚数

4. 耐摩耗性

800-900kg/mm2 

80-85% 

1. 0-1. 5% 

0.5-1. Og/d 

1400-1450回/m

結節強度

正常強度
; 70-75% 

東海区水産研究所で行った水中I手擦試験によると第2図のような結果が出

ている。(グ定置グ5t11巻、第2号)

5長
力比

Tn 

/ 
To 
) 

1.0 

0.50 

第 2 国 漁綿糸の7J:.中摩際試験

200 

ア主ラン

~ÖO 

摩擦回数 (n)

1000 

これは網糸を横にはり、そのーとの一点、を、ほかの網糸で縦に n@]摩擦した後

の横糸の強さ Tnを測定し、もとの強さToとの比Tn/Toと摩擦回数nとの関

係である。なほ網糸はあらかじめ水につけておき摩擦中も上から水分を滴下

して、水中に近い欣況で行ったものである。乾燥状態、での摩擦試験はクレハ

ロンとほ三同様である。

(III) 化学的性質

1. 耐化学薬品性

各種薬品に l時間浸潰した前後の強伸度は次の通りである。

-25一



第 1表耐化学薬品性

ほとんど総ての酸、アルカリにますして、強度は変化しないが、ベシゼシ、ア

ニリン、アセトン等の有機溶剤にはおかされる。

石油類、ガソリン、重油等には影響されない。ターノレには500C以下ではほ
とんど影響されないが、それ以上では収縮及び強度低下が起る。綱網のター

ノレ染の場合は低温で行う事が必要である。クレオソートにはや Lおかされるo

~. i耐光性、!日J風化性

戸外l曝露試験でこれらの性質を調べた結果は第3問、第4rさ!の通りである。

第 3 図 第 4 図

パ
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h

v
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E

 

風
乾
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正
常
)
強
度
低
下
容

(%) 

j窯1・Olk__ _ 
~m 山、

テピロン央 | 

議|、¥
、、~ サラン 三-:: ( '，，-" 

』、二三長zE50 
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これは当社研究所産上に昼夜晴雨の別なく丸 l年開放置したテピロンの強度

低下率である。比較の為、同時に行った。

ほかの合成繊維の結果をも示した。

3. iiiH海水性

海水没漬試験の結果は第5図、第6閣の様になった。これは防波堤の千潮時

は水上に満潮時は水中に沈む位置に満1年間放置した結果である。

第 5図 第 6図

取[宮χ
ト帳、トー テピロン J人100

正 門さとてででて了て二一一存7/ 結
き I"-ごとミよλι;垣Z土竪
強 I アミラン 強
度 |度m
低 50r 低"
下 i 下
本 l 率

T I..  . . I 
o 2. 0¥ 6 11 10 12. 0 2. 4 6 8 10 12. 

宇一→放E雪期間(月) 一一今放置湖南(月}

4.吸水性

テピロシは水を全然吸わない。従って水中でも、強{中度は変化せず、又濡れ

ても余り重くならない。又容易に乾く。

5.その他の化学的性質

(1)不燃性である。

(2)カビが生えたり、虫がくったりしなし、。又腐る事も全然ない。

(IV) 熱的性質

糸が自由に収縮出来る;伏態、で一定荷重をかけ熱収縮1引を測定した結果は第17

I:xlのようになる。
J昆 度 (OC) 

4b0 一50 6、0¥RA70¥jや¥80htH了トe90マ志望10ャ~1 第 7図

テピロン熱牧縮率

荷重 O.Olgjd 

率 zo~ ¥、 温度上昇速度

20Cjmin 
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この熱収縮性を利用し、緊張状態で網の熱処理を行うと網の結節がしまり、

強度が増す。その上熱収縮性は減少してi耐熱性が良くなる。

以上漁網綱用テビロシの特長、性能を記したが長居に漁網綱用としてすぐれ点

たをとりまとめよう。

① 水を吸わない。濡れても余り重くならず、水切れが良い。

@ 水中でも糸の性質は変らない。

@I前若手水性、 ID付日光性大。

④ 濡れていても腐らない。従って網在使用后乾燥する必要がない。

⑤ 比重が適当で潮に吹かれず、適当の速さで沈む。

⑥ 熱処理によって網にはりをもたせ、種々の用途に適した網を作ることが

出来る。

⑦ 単繊維が細いので非常にしなやかである。

実用試験結果報告

三水養発第109号

昭和33年1月16日

三重県水産試験場

平田紡績株式会社殿

テビロン寵試験について

貴社より御依頼のあったテピロン;真珠寵試験について夏季試験として11月中

匂に取拐を行い、既に貴社において強伸度について試験済ですが、哀珠貝の

成民度について結果を得ましたのでお知らせします。

1.試験期間 自7月18B 至11月12日

2. 試験方法

テビロン真珠箆(1尺角、 6分自)に撃す照として金網寵(尺5寸角、 6分

自)を用い、各寵共稚貝 100匁入として、本場所高漁場に垂下し養殖

し始めと終りにその各々の貝につき殻長、殻i笥、殻幅、重量の平均値

を測定した。

3. 試験結果

下表から見て金網寵に比べると全体に成長率が低くなっているが、テ

ビロン龍は金網龍より貝の収容容積が小さい為、貝の密集により成長

が眠害されたものと忠われ、収容量と分割作業を行えば、かなりの効果
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が得られるものと思ふ。

成長率については下表の通りである。

附着物については金網誌に比べて原糸が細く出来ているため、貝類(フヂツ

ボ・巻貝)等の附渚は少なく、船底等に多く見られる「フサコケムν」の附着が

最も多く、他(ふくろのり) (みる)等の藻類が見られた。

寵掃除の点についても至惚簡単で利点が認められる。

今回の試験は封照寵が少なかったのと、貝掃除及び誌の入れ替を行っていない

為、再度の試験を試みる必要があると思われる。

尚冬期試験として過日送付願った各種について試験中ですから、結果が出れば

お知らせします。

(註) 冬期試験の結果につき、 4月25日水試養殖課を訪問しましたが、拐当の柴原須計

氏出張中で面接出来ず、結果報告を依頼して帰社しましたが、現在のところ未着

です。

テピロン・パール・ネット

実用試験前後の強伸度比較

試 料……「三・水・養・発・発109号」により実用試験された、平田紡績製

テピロン・パーノレ・ネット 9本、 6分角を試験後、返送を受けたもの。

l 試験の目的は約4ヶ月間海中にて、実用試験された後に於てテビロシ・パ

ーノレ・ネットの品質(強伸度と硬さ)が如何に変化したかをみる為である。

2. 強イ中度はνヨツパー型抗張力試験機を使用した。温緑度1T C、51~昔、
R.H。
3. 硬度測定は下関の如く巾lOrmの試料のlケ所を固定し、閉定点より先10

cmの所の中央に2grの重錘を下げ¥網地が水平より垂れる大きさを図の

如く目盛で読みとり、使用語の数値を 100とし、使用後の比較値を示し
守戸

μ」。

円

H
J

円
J
h
-



4. 24時間水没後、 10回測定平均値

5 試験結果は32年11月19日付をもって三重水試・養殖課に送付ずみ。
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紀北地区特別真珠研究会雑感

d.l 本 文 栄

(研究会常任幹事)

6月15日引本小学校に於ける会員諸氏の熱心さに感激して、翌日日求められ

るま Lに、高山国研所長、富士真珠青木氏、木村水試技師と夜、のメシパーで養

殖場を見学して廻った。

前日挿核技術の問題について青木氏がくわしく話されたが、工均で2宅地~c.貝

の現物について説明していた Yけたので、各工場技術者にとって喜ばれたのは

勿論である。この点、について私の感じたことは、挿核場所は一般に変りはない

様に思われたが、母貝の仕立に付いては笑虞湾の一流工場のものを見つけて居

る自には、非常に良くない様に思われた。良質の真珠を得る為には挿核技術は

勿論大切であるが、それ以前の母介の仕立に今一段の研究と努力が望ましいと

足、われた。

尚ピースを取る部位、とその取扱い方については全般に見て、その重要さを惑
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じる度合が少ない様に忠、われた。

たとえば、同一工場に於てもピースの上皮細胞を、筆でかるくふく程度のも

のとガーゼで強いと思われる程拭うものがありまちまちであった処もある。結

局は自分の漁場とピース貝の性格によりピースの取扱方についてどうしたら良

いかと言うことを会員自身の研究課題にしてなるべく早く自己工場の最良の方

法を見出していた Yきたいものである。

要はピースの重要性を工場主任が認識することであると思う。

以上は養婿1号をまわって見て感じた一般的な問題であるが、ピースに使用する

薬品及び、その濃度の問題、その他いろいろ問題が多いと思われるので、次回

伊勢の研究会で施術の問題を取り主げてこの点について討論して見たいと思っ

ている。

!暗号に養F車場をsmって工場の作業員と気軽に話をしノドら'IJ立でも写して廻り

たいと夢を見たことでまbるが、それが早急に実現出米たことは大変喜ばしいこ

とである。そして廻ったことにより現場の方々の知りたいことを出来る丈研究

会の席上に取りとげて会員諸氏の希望に副う様にしたいと思う。

終りに多忙の処を遠路御苦労下さった各議日ijIの方々に感謝すると共に研究会

を開いて下さった紀北地区の幹事並びに業者の皆様にいろいろ御世話になりま

したことを御礼申上げます。

討 議

(紀北地区研究会の際に応答された要安を記録した)

住号室:捧核後i寄生寵に入れ養生された時と、挿核後すぐ沖合にもって行った場

合との脱核の比率はどうか。

高j[1 :養生させた場合の方が、脱核も少く一般的ですが、実験によると、あま

り脱核の差はないように思います。

会員:サイズの大小による養生期間の差はどうですか。

高L[j:真珠袋の形成日数は核の大小によってはほとんどなく、貝自体のもつ強

さに支配されるもので、核の大小によってはあまり変らないと思います。

青木 :8月養生期間内の脱核を実験的に調べた所、母貝を数多く入れたものと、

深みに吊った方が脱核は少なかった。一概には云えぬが養生寵に入れた
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手術貝のJ伏態によって調節するのがい Lと思います。

後古:ピースを空気中に放置した場合どの程度まで差しっかえないか。

青木:空気中にピースを放置した場合、温度250C-260Cにて6時間以内で各

時間毎に押核した所、抵抗力、珠の巻きについて実験した結果、 5分の

11ごけが真珠の巻きに異常はなかったが他は巻かなかった。

結局2時間ぐらいまでのものは珠の巻きに異常はない事が判った。

住屋:卵抜きの方法は如何。

高r1J:卵抜きは良の強さを調節する事に主眼があり、卵が熟さねば抜けないか

ら熟くしてから抜く事。特に卵抜後の貝の養生に関J章、しなければならぬ。

方法としては

(1) 7，8月頃では日没から夜明けにかけて貝の活動がはげしいので、大

潮時を中心にして貝の足糸を切り、浅吊りして卵放を行う。

(2) 水論の変化、塩分の濃度に変化を与え卵を抜く方法。比較的淡水の

入る所で一時蓄養してその後沖合にもって行く事によりかなり順調

に卵抜が出来る。

(3) 以ヒ行ってどうしても抜けない場合あまり推奨しなし、がむしろを使

用してむす卵抜き法がある。

これは足糸を切り陸とに j二げむしろの中に入れて2、30分むして海

に入れる。 2、3巨iぐらいこれを繰り返す事により卵を抜く事が出来

る。この方法によった場合員の衰弱を防ぐため3、4日養生してから

使用するのがよい。

(以下は大限屋での懇談会の賀疑である)

家l崎:引本はj与が単純だから、マゼが日欠いたり、淡水が出るとすぐ役吉がある。

柳 ;貝立てをした喝合どれ位貝は閉鼓したま L生きているか。

佐藤員夏に前の日に立てると駄目?ご。

作業しても 6割は死ぬ。

青木:時期によって変る。

家崎:研究会は学問的ばかりやらずに具体的な函を重課して欲しい。

住屋:萌究会はあらゆる固について研究してほしい。資金面も技術面も。

家崎:紀州地区はとかくつけ足り的であるので、これ丈業者も集まれば認めて

欲しいo

i:!t古:ネオパーノレの効果はどうか。

高山:好いわるいは言いにくいが、哀珠養殖には人為的な力をかりる事に無理

があるO
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真 珠 抄 録

(5 ) 細胞(ピース〉及び組織(パールサック〉

について

白 井 干手 平

OLLI口一登※:1958， ピース貝の年令予告による真珠品質の

差異について(本誌、第3巻第1号)

3年と 5年のピース貝を用いて、 6月中旬に l分2)豆の核を「ブクロJ、「クカジ」
の2個人れとし、 1.5mlこ垂下して7ヶ月間養液した結果を見ると、巻きにつ

いては3年貝の方がよく、若いものが巻きを早める結果になっている。

色については、 3年もの5年ものに差異は認められず、ピンク・ホワイト系

クリーム、ゴーノレド系、グリーン系、及び黒系の出る割合は同じである。

ピースの採るせ置は、同じ所から採っているので影響はないと思われる。

実際にピース貝と母貝との年令の組合せは、 5年母貝に 3年ピース貝を用

いれば巻きもよくィピシク・ホワイト系の珠も多く出る事が明らかになった。

それ故、巻きはピース員に、色はほ貝の]状態に影響されるものと言える。

0"p原階縦:1957，外套膜と真珠袋(本誌、第3号)

外套膜もいくつかの組織からなっている。組織の中でも主として上皮組識

と呼ばれる一層の細胞からなっているので単層上皮といわれる。この他に線

細胞というものや、ぜ寄走細胞がある。

一般に養殖場では手術に使う外套膜を「細抱J又は「ピースjと呼んでい
るが、実際は細胞の築まり、 J'1ち総織である。

挿核されてから真珠袋の完成迄の期間は貝を静かな環境におくのがよく

夏 C280C)………… 10日

秋 α20C)………… 15-20臼

初冬 C200C)………… 25-30日
を要する。

C青木駿※※※:1957，白珠の原因について(本誌、第4号〉

組織学的な面からみた白珠の原因を調べ、この封策について考察を加え

※国立真珠研究所技官
楽※国立真珠研究所技官
※※※富士真珠研究部
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ると

1) ピースを切り取る際は、なるべく外面の上皮を大切に扱い、ピース組

織の再生力を失わない様にする。

2) ピース組織が核に密蒼する様住意して挿入する。

3) 核に密若したピースの函は外国でなくてはならぬ。

以ヒの事に留意して手術を行う事が望ましい。

OW辺時生、田畑良市:1957，中小珠の施術について (本誌、第5号)

.K7J四五二2‘.tt立-
1) ピース貝の選別

貝色による選別一最もよい貝は赤い放射状のあるいわゆるアサヒ貝

で、次は後耳に赤い筋のある貝、次いで黒い放射状のある貝である。

わるい貝は放射紋のない黄貝及び米色の貝であり、一般的に白っぽ

い貝は使用せず。

f{の年令による選別一一般に年令により下の様な特質が見られる。

2年貝 (ク Pーム、金色系の珠が出る率が高いが、巻きはよい)

3年貝 (白色系の;珠が多く出て巻きもよい)

4年員 (白色珠が多いが巻きがわるい)

2) ピース貝の養成
前年 9~10月に選別を行い、中珠以上に使用する貝は l 龍40~50個、

小珠以下のものは50~60 国を収容し、良い漁場に避寒する。

春先きに使用するピース貝一避寒より帰った後、貝掃除をせずに手で雑物

をとる程度とし、金網箆丈をとりかえて、 5m層に市下げる。 この貝

の使用期間は20~25 日間である。

その他のものは貝掃除を行い、 2m層に吊下げ使用25日前に5m層に吊
下げを行う。

夏に使用するピース貝ーよく選別を行い3~5m層に吊下げておく。一般に

3m~5mJ習で養成すると白色系の珠の出る率が多く、 2m層で養成する

と色のまばらな珠の出る率が多い。ピース貝としては歯先のよく伸び

た変形していないものを用いる事が必要である。

目1::
0

_ 子一í1翠よ~1rIti._

1) ピースをとる方法

鉄で外線音[~をとり去り、次いでピースの大きさに応じて鉄で内縁部か

ら切りとり、その切片をピース板の上でメスでピースに作る方法。こ

※布施田真珠養殖場
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れによるとピースはきれいに出来るが、色つやはよくない。珠は白色

系であり傷も少いが、光沢が劣る。これは2度の銃使用でピースを弱

らせる事と、体液の渉出が多いためではないか。

第2の方法は、外縁部をとらずに収足端の部分から外MJを鉄で切りと

った後にピース1恨の上でメスで外縁部を切りとり、ピースに作る方法

で、ピース色線を見て適当の大きさのピースを作るのがよい。

ピースをとる位置

心室の頂端と口とを結んだ線に~N し、夫々より直角に線を下してピー

ス色縁と交叉した間の部分を中心として、適当に左右の部分を含めて

ピースをとる。

ピースをとる部位の季節的変化

2) 

50 

60 

ピ-/え色f泉

50 

60 

40 

40 タト

膜

套

3) 

10 9 
ワ
i

・Q
U
日川

4
・5
・6
月 月月

4) ピースの大きさ
標準の大きさの算定

核の直径 (D)x係数(X)=ピースの一辺の長さ (L)

分分 分
1.5-2.0xO.印=0.75 -1. 00 (2.25 -3. Omm) 

2. 0 -2. 5 x O. 45 = O.叩-1.13 包 7-3.4)

2.5-3.0xO.40=1.∞ー1.20 (3.0-3.6) 
ハ
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今迄の経験では係数が0.2になると成績がわると、 0.3でも巻きがわ

るい。

季節的に多少調整するが夏を標準とし、春秋は多少小さくする。

1片の外套膜からは、夏の場合で大珠の場合6-7ケ切、中珠では11ケ
小珠では14-20ケ切りとする。
ピース貝の大きさは、小鹿珠の場合140-145掛、中珠の場合130掛、大

珠では110-120掛を用いる。
C太I:D繁※:1958，施術後の「静養J期間についての一つの考え方(オ第8号)

t4珠袋の形成速度は、夏期 C280C)では7日、秋期C25-200C)では14-34
日である。ぅ日※

C青木駁:1958，異常形5宝珠について (本誌、第8-¥子)

異常形真珠を作らないためには

1) 挿核施術の際なるべく核が収足筋に接しない様にする事。又必要以上

にi以足筋に隣接する組織を切り裂かない事。

2) 持核後、 j兵揚迄出来る丈貝に衝撃を与えぬ事。

3) 貝自身の運動をなるべくさせない様にする事。

4) ピースの外商が核に密着する様にする事。

5) 抑制j、又は卵抜後に母貝が極度に衰弱している場合は、適当に養生さ

せる事。

O小竹子之助、河村光保※※※:1957，アコヤガイ養殖:真珠に関する研究

I.異なる裂の外套膜ピースで養殖された真珠の性状について

(日本水産学会誌、第23巻第7.S号)

手術に用いる外套膜ピースを、正方形大、中、小、縦型、横型、及び菱型

に切って試験した結果は、正方形に近いもので、大きさは従来のものよりや

L小さく切った方が、真珠の品質に良質のものが得られた。

小型のピースを用いる事は、ピース貝が少くてすみ、はるかに経済的であ

る。(通常の場合より23%減少できる)
C小竹子之助、河村光保:1957，アゴヤガイ養殖頁珠に関する研究

I1.、うすまき、真珠のできる原因について

(百本水産学会誌、第23巻第7.8号)

もうすまき、実珠の成因には、少くともその1っとして、核入れ作業の擦

※国立真珠研究所研究課長
三・※九州大学川上逸校
※※※徳島県水産試験場
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に使用する外套膜ピースの選び方が関係するものと思われる。乃ち、、あつ

まき七とキうすまき勺の違いは、ピース自身の真珠層の分泌能力の差に原因

するものと思われる。

ピースを選ぶ範囲を、出来る丈中央部に限定し、特に前端及び後端は避け

る様にすればもうすまき勺 1~珠の出現率は減少する。

。青木駿:1957，資珠養殖における揮核施術に関する研究

I.挿入された核が収足筋に捜した場合について

(国立真珠研究所報告、 2) 

収足筋に接した位置で形成される真珠の治んどは、 νミ、或いは突起を有
する異常形頁珠になる。

C町井昭、中原階:1957，震珠袋の組織学的研究

11.千二郊による fr"!:珠袋形!文速度の来呉 (国立現珠研究所報告、 2) 

アゴヤガイの立珠袋形成速度を調べた。哀珠袋が形成されて核面に沈蒼が

認められる迄を下の様に区分した。

第1期:ピースは大きな変化が認められぬ。

第2期:ピースの断面の概形はみかづき形を呈す。

第3期異珠袋と皮細沼は完全に核をとりまく。

第 4~羽:核国に沈斎物がみられる。

第3期に至る迄に要する日数は下の通りである。

4月 05.80C) 17日(早いもので7日)
5月 21日(早いもので5日)
6月 21日(早いもので5日)
7月 12日(早いもので5日)
8月 12日(早いもので3日)
9月 7日以上。!IIJ二逸校※:1952，アコヤガイの外奮脱の再生(真珠の研究、第2巻第3-1子)

外套i慌の一部が体内へ移嫁された場合には、外側表皮を除いては、内側

表皮、筋肉、結締組織、血管等吸収されるが、正常位置に於ける外套膜の

再生では内外雨側表皮が同時に伸びてくる。

外套膜の周縁部を切除した場合には、正常な吠態、で真珠層を出していた

場所から、稜柱層を分泌して介殻が新しくつくれる。この事は冥珠質、稜

柱質の分泌される場所は定っているのではなく、むしろ条件的な違いによ

猿九州大学理学部生物学教室
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るものと思われる。

C堀口古重※:1956， J民珠貝及び、真珠の生化学的研究

第1報、貝殻の形成と貝の排出する炭酸ガスとの関連性

(鹿児島大学水産学部紀要、第2巻第 l号)

低温下に方ぞいて貝殻物質の分泌が衰えるのは、貝殻の主成分たる CaC

03 の生成に関与すると忠われる、民自の炭酸ガス排出量が低温下に於いて

減少する事にその原田の一部があるものと考える。

外套膜も相当量の炭酸ガス排出機能をもっ。

c高舌犬、中原日告 :1956，挿核手術時における外套!民ヒ皮細胞の剥落について
(国立E{珠研究所報告、 1) 

真珠袋形成にあづかる細胞は、外去!民の外国の上皮部u抱であって、内弱
の上皮細胞は真珠袋が完成される前に消失してしまう。今回の観察でも真

珠袋内面の上皮が大部分剥落していても、外国の上皮には変化がないので、

真珠袋形成に何等差支えない。又、スポシジ等で軽くタト套肢をこする事は

粘液等の除去によって、ピースと核の密着をよくする。

タト聞の上皮細胞が剥落する場合はよくない。

C脅木駿:1956， ;m珠袋形成に関する研究

特に秋と初冬に作業を行った均合について

(国立真珠研究所報告、 1) 

秋(10月 12 日)ノ~iM約 22 0

Cにおいて作業を行ったものは、立珠袋形成

i与に 15 日 ~19日を要し、有機物質の核全体に分泌されるものは21 日後であ

り、真珠物質の沈潜は作業後25日を要した。初冬(11月5日)、水温約200C
のものでは、真珠袋形成迄25日から30日か Lり、有機質分泌は約1ヶ月後、
真珠質沈着は43臼後にみられた。

C大森哲一輝※:1950、真珠の異常発達

(I~珠の研究、第 l 巻第 l 号)

真珠の異常発達には種々の原因があるが、多くは核と一緒に入れたピー

スが不潔であった Lめに起ったものと思われる。

それし故、これを防ぐには

一_J)_よ三三笠;広島玉里ι墜巴壬三三世至理主主己主目立する事。
※三重大学水産学部

議必至買北大学理学部岩石学教室教授、理学博士
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2) 貝掃除、その他で貝を水面上で取扱う日寺には貝をいたわりつし出

来る丈静かに速かに取扱う様に注意する事。

3) 貝にケνが出来ない様に注意し、又養殖場に河川、其の他からの汚
7J¥が出来る丈入らぬ様心がける事である。

。元村勲※:1951.ケVの出来方

(1真珠の研究、第2巻第1.2号)

冥珠袋の総n'i':lは移姫片に由来し、移殖された上皮細抱は外聞を内にむけ
て袋を作り、硬蛋白質の分泌の後、石灰が沈着してケ乙/が出来{>o

そして移嫡の時にはその細砲を出来る丈健全な状態におくのが望ましい。

核にオノレト・アミノ・アゾトノレオール(上皮細胞形成促進物賀)をぬった

時には真珠腐の形成はむしろ抑制せられたO

水温のi議い時期には2週間で真珠形成の初期がみられた。

0小林新二郎来※:1951.アゴヤ貝に於ける再生試験から見だ

介殻形成力の勾配と年変化(真珠の研究、第2巻第1.2号)

現在ピースを採取している位置は III-IV-Vに相当する外套膜縁の血

管をはさむ部分である。

貝殻に穴をあけてそこが塞かれる過程より見れば大体現;在の位置は当を得

ている。

ベニゴチヨクガイの貝殻に於いて

はIIIの方向に突出しているが、これ

はこの部分の力がアコヤガイの場合

よりも特に大きいためであろう。

長穀の比重からみると比重の小さ

い所の貝殻形成は早く、大きい所で

は遅いという事が言える。

。結城了伍:1951.アコヤ貝の鱈の繊毛運質

IJI マーキユロクロームの作用

(莫珠の研究、第2巻第1.2号)

腿をマーキユロクロームに浸漬してその運動から影響をみると 5%溶液

楽東北大学理学部教授、理学博士

※※北海道大学水産学部教授、理学博士
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に10秒i受演した場合でも尚悪影響が認められた。

従来、外套膜片を染色して使用しているが、その濃度に充分注意を払わ

ねばならぬし、むしろ生体染色用の色素を用いるべきでないかと考える。

C大倉邦彦涼:1956， 1:'そ珠の色は外套J良と水深に関係

(東京水産大学水産 k物研究会短報、第4巻第l号)

貝、外套膜、珠を賞、白、赤、黒の4系統に分けて試験をした結果、水

深と外;套!決別では黄色珠に去が認められた。外套j撲と出来る珠の色の問に

は黄、白、赤のタト蛮肢に於いては関係があり、黒は無関係であった。それ

故、外套膜と珠の色とは関係がある事がやjったが、外套艇には日泉市Il!胞に色

素細胞が存在するが、切りとるピースの組織には色素細胞は含まれないの

で、色の区別はミなかった。

。量五五珪研究所 1955，民球王室績に関するνムポジユム記録

小島吉郎:':':}~タト套肢の歯先の摺のF付近には表[3(に黒い色素をもっ制砲がある。

これは貝殻の内側にみられる黒縞と一致した所にある。外奮JJ史の先lこ

は裕が3つあり、その京中の摺から特に分泌物を:Hしている。このた

めに中央の招が貝殻形成に重要であると考える。

組織内のカルνユームは少く、結晶も小さいが、表皮の内外表面には

多く、 13品も大きい。そして線の中から蛋白賀と粘液細胞から粘液が

Uiて、これが一緒になって沈差して行くのであろう。

告狭与三郎以来※:外套膜のカノレνユームの冬と衰の速いはどうか?

小島:1年間やっていたが、それ程多くない。貝殻が戸子生している場合は非背

なスピードでド行われるので、組織の中に相当量;のカノレνユームがあっ

てよいのだが

岩狭:私の分析では夏に1.2mgjg、冬に4.8mgjgのカノレνユームがあった。

小島:冬にはカノレvユームは蓄積されているのか。
岩狭:そうである。

松井佳一日:次に真珠袋の問題をとりあげる。

林一正・~2 .真珠袋に分泌腺があるかどうか。はじめに、けで、だんだんなくなっ

て

※現在三輪邦彦、みつわ真珠社長
持i※関問学院大学生物学教室助教授
※※※浪速大学長令官官

※1 日本真珠研究所長、農学博士

M 滋賀大学学芸学部生物学教室
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尾田方七※: 1層の非常に薄い表皮と考える。

松井:今迄は真珠袋の細胞の背の高い場合は異常分泌であるとしていたが…

淡水貝の真珠袋も柱~犬?ごし、アワビもそうである。

思凶:真珠貝の貝殻に穴をあけると、外套l漢のその部分は分泌腺が多くなり、

表皮細胞は背が高くなる。 7、8月は細胞の伸びがよく、水温の低い時

はピースの部分がl苛く、伸びた部分は薄いのでクナビ肢になる。高い

部分は分泌の多いものが出来てくる。

辻JI咋良三宅・:モ核の最初Jの層に死ん?ご細胞が z られる。

松井、小島:結締組織であろう。傷をうけた所には必ずある。

広田猛夫※※※:貝の分泌を見ると最初の)習にはカノレ乙/ユームは沈完ませず、有色

有機物層で次が塩基性!習でカノレνユーム沈澱が非常に早い。その次が

首通の.r:'{珠層で殆んど中性の蛋白層でカノレVユームの沈着はおそい。

岩狭:ピースをMnS04況につけてやったら結果ばよかった。

田中正三知;それは}享巻きとか、ピンクが多かったという事か?

狭;よいわるいははっきりわからぬが、大体白系統が多い。アメリカの文

献では、日本産養殖真珠に Mn(マンガン)があるのが特徴であると

いっている。

0山口正男知:1955. アゴヤガイの養婚とそのど三珠

(水産増勉叢書9)

現在行われているピース採取方法を述べると、まず貝を縦に左手に持ち、殻

頂を下にお殺をさ:{WJとし、ヘラを貝柱に向って良中に入れる。そして貝柱を中

央から切断し貝を雨方に拡げる。

次にハサミを右手に持ち左手に貝をもって外支膜の縁辺部を切りとるO 次に切

りとった外套!良縁辺部の粘j夜を軽くぬぐいとり、貝殻面に接していた方を上に

して細胞台にのせる。細胞台は主として四角、丸形などであるが、木質はビワ、

サルスベリなどがよい。

次に台にのせた外套膜縁辺部の一端を押え、ヘラなどで整形し、メスを以っ

て通称「へピ」といっている縁辺部の有色部を切除し、且その内側約3-4mm

の部分に縁辺部に沿って見られる黄褐色の細線(業者は俗に成長線と呼ぶ)を

※五ヶ所湾真珠研究所
※※県立三重大学水産学部

*訟※京都大学医学部

制硫酸マンガンの化学記号

※2 京都大学理学部教授、理学簿土

判長崎県水産試験場技師

行，
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中心として細長い切片を作る。次でこの細長い線を細断するのであるが、この

大きさは使用核の大きさや、技術者によって違う。

普通細胞用貝は2年貝を用い、成長旺盛な貝が使用されるが、むしろ弱めた

ものを用いる方がよいという説もあるO

C小鳥吉雄※:1953，アゴヤガイ外套膜の組織学的研究、特にカノレジューム

に関する組織化学的研究(予報)、(日本真珠研究所報告築、第一暢)

表皮細胞及びその内外面、粘液細胞中のカノレνユームは燐酸カルνュー
ムの脱慾にあると考える。

外套膜にある4種の腺細胞の内粘液細胞にのみカノレVユームが存在す

る。外套膜縁中央摺には多数の大頼粒細胞の集結が認められ、こ Lより常

に多量の分泌物が排出されている。

。小島吉雄:1953，アコヤガイ外套肢の総織学的研究、特に腺細胞に

関する観察 (日本真珠研究所報告、第一輯)

外套膜は外室腔部、外套縁膜及び3ケの楕に分れた外套膜縁の3部に区

別出来る。

表皮細砲は一層に密に配列し、外套j控部より外套膜縁に至るに従い高さ

を増し、内側には繊毛を有し、殻側には色素粒を有する。

4種の腺細胞は外套腔部に密集し、外套縁膜に少く、摺附近には再び多

くなっている。

褐色頼粒細砲は摺先に見られる。

(註) この2報告をまとめて国際細胞学会誌に発表されている。

Y.Ojima : 1952， Histological Studies on the Mantle of Pearl Oyster 

(pinctada Il1artensii_I>_tlt1ker)， Cytologia 17 (2) 

。ojima，Y. andI._W:<ltllt1_éi1:Je_~J953，_~t_uclies onthe Pearl. Sac it1 

Molluscs， (Annual Studies， 1 ) 

小島吉雄、渡辺聡子，貝類の真珠袋に関する研究

I. イケチヨワガイの真珠袋形成(関西学院大学紀要、 1) 

O松井佳一、小島吉雄、渡辺聴子:1953，イケチヨワガイに於ける

E三珠袋の形成 (採築と飼育、第15巻第12号)

淡水真珠貝イケチョウガイにパラフイシ核を挿入し、4時間、 1日、 2日、

5B、10日、 15日、 30日後の真珠袋形成過程を調べた。

※関西学院大学助教授

q
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4時間後にはどースは正確に核に捜し、2日後には核の半分を包んだ。

挿核後、5日では完全に核を包んでおり、真珠袋を形成していた。 30日
後には始めて真珠袋から分泌された l層の真珠層と、コンキオリン※稜柱

層が見られた。

OKawakami， 1. K : 1952， Studies on Pearl-Sac Formation. 1 On the 

Regeneration and Transplantation of the Mantle Piece in 

the Pearl Oyster (Memorirs of Fac. Sci.，I¥.yushu Univ.， E. 1 (2) ) 
川上逸校:実珠袋形成に関する研究

I.アコヤガイの外套膜ピースの移殖及び再生について

(九州大学班学部紀要(生物学)1 (2) ) 

外套膜縁の再生は手術後11日で殆んど完全になされ、殻皮、稜柱、立珠

質の順序で分泌された。

再生する時の分泌機能は外套肢の外1ft!]上皮に限られている。

移殖した外套膜の全ての組織中、外上)支を除いて全て脱落する。残った

外 j二皮は生組巣内の傷の内面に拡がり、これ自身が真珠袋を形成する。そ

して外套膜上皮の再生と同じ様に真珠袋の上皮からも3つの同じ物質が分

i必される。
OKawakami， 1. K : 1953， Studies on Pearl-Sac Formation 11. The 

Effect of Water Temperature and Freshness of Transplant on 

Pearl-Sac Formation. (Annotationes Zoologicae }aponenses， 26 (4) ) 

川上退校:真珠袋形成に関する研究

II・~珠袋形成に於ける水温及び移殖片の鮮震の影響

(日本動物学:繋報、 26(4) ) 

280Cに於いて移殖さわしたピースは7日後に完全に真珠袋を形成した。そ

して出米た真珠袋からの最初の殺皮層分泌は12~13 日後に見られた。

水温が低下すると、;真珠袋形成の速さは遅くなり分泌の開始も遅れた。

特に分泌開始よりも真珠袋形成の速度に大きな影響がある。

外套緩から切りとって、 81時間たってから移婚されたピースでも直ちに

移殖さわしたものと恰んど同じ様にE宝珠袋を形成した。

:::rンキオリン (Conchiolin)とは貝殻、真珠をうすい酸で処理した時に残る不溶の有機
物質の事で蛋白質の一種である。そしてコンキオリンば2C種以上のアミノ酸からなって
おり、カ Jレシユ戸ムを運搬して沈着する倒きをもっている。
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C小島吉雄、生長清三:1953，イケチョウガイの外套膜及び真珠袋に於ける

Alkaline Phosphatase分布(予報)、(動物学雑誌、第62巻第12号)

ピースを核と共に組織内に挿入した場合、何故急激に表皮細胞が増殖し

てパールサックを形成するか、又、外套膜には粘液細胞や腺細胞が多いの

に真珠袋にはごくわづかしかないか、全然ない。而も良珠袋の細胞はてん

ピん低くなり、終には極めて薄い l層細胞になるが、こんな真珠袋が相当

量のカノレ1/ユームを分泌、する。こういった点を明らかにするために、蛋白

合成に関係している alkalinephosphataseの検出を行った。

外套m突先端の内摺の外面及び核に反応、は強くあらわれた。手続trに用いる

ピースには認められない。手術後、 20日目の真珠袋にはごくわずかに反応

し、手術によって支けた傷、袋形成時に巻き込まれた結締組織に強くあら

われた。 1ケ:年以凶王過した真珠袋には内側組織のみに反応がみられたo

CKawakami， 1. K. 1954， Studies on Pearl-Sac Formation， IV. Pearl-

Sac Formation in Fresh Water Mussels. 

(Annotationes___Z_oologic~Japone_nse~_2ZJ1U 

川上逸校:真珠袋形成に関する研究

III. イケチョウガイの程珠袋形成 (円本動物学実報、 26(4) ) 

イケチョワガイの哀珠袋は挿核5日後に完成されるO これはアコヤガイ

の均合とほ Y同じである。しかし、イケチヨクガイとカワνシジユガイの

間で移殖すると14日経過せねば完成さわしない。

された外套膜のピースの内上皮が、しばしば小さいパールサックを

形成している事は重要な事である。それはアコヤガイの地合では外上皮以

外によってパーノレサックが作られずに脱落するからである。

この違いは天然に於けるケνの出来方の柏速に関聯があり、アコヤガイ

の外五股上皮には繊毛は見られないが、淡水質にはタト表j段上皮のみならず

民珠袋にも顕著に認められる。

今回の兵種の移殖による真珠形成は途中で採集した Lめ完全に得られな

かったが、養子高技術の上に興味のある問題である。

01旬開薄様:1957，烹珠養殖の研究 (1) (国立母珠研究所報告、 3) 

ピースを各種薬剤Uiこて処理して挿入した結果は 1-2のものを除いて特

に効果が認められなかった。 メチオニン(1/50，000)、 イルミノーノレR2

(1/50，000)の場合は良好な結果を示した。

来御オて木主要王家研究部長、理学博士
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0高岡痔:1958，真珠養殖の研究 (御木本真珠研究部)

プレホノレモシ(塩野義製薬)250単位/5οOcc海水液にピースを3分間浸

潰して挿核後、同液1ccを卵巣に注射して7月25日-11月20日間養摘した

所、 A級珠54%、B級珠40%、C級珠6%という好成績であった。

白色盤光剤リユーコフォア 2%液に核を2r:j間没潰して水洗せずにl良

に1.1分、1.4分核を4個づっ入れた所、光沢、色共普通の喝合より良好

なものが得られた。

グノレコシ酸カノレνユーム、 1アシプノレを海水300民、2000ccにとかしたも

のにピースを没潰した結果良好であった。

モリブデン酸ソーダ 29香水溶液に核を600Cにて2日間浸潰して用いた

結果、金色が多く出た。

ピース切りに安全カミソリ刃を用いた所、品質は良好であったが巻きは

変らなかった。

挿入する母貝の外套膜を切ってピースにしたが結果は普通であった。ピ

ース貝の節約にはなるが手数がか Lる。

ピース貝は若い発育のよいもので貝殻に赤味を帯びているのがよい。

O中原時、IllT井昭;1957，冥珠袋の組織学的研究

I11.形成初期におけるピース並びにその周囲組織の変化

(国立真珠研究所報告、 3) 

アコヤガイの真珠袋形成のごく初期におけるピース上皮の変化及びピー

スと周囲の組織の結びつきについて調べた。

8月に手術を行った場合、 1-5、6日後、 4月の場合は2-14日の間に

ピース上皮細胞は一時的に細胞質の突起をもった形になり、この間には弱

い遊走性をもっていると思われた。

ピース内商と周聞の生殖腺組織の間に多数みられる遊走細胞の内のある

ものは結合組織化して、ピースとその周関の組織を直接むすびつける働き

をするものと忠われる。

。育木駿:1957，震珠養殖における掃核施術に関する研究

I1.外套膜片の外面(貝殻面)が核に楼着しなかった場合について

(国立真珠研究所報告、 3) 

ピースと核をアゴヤガイに挿入する場合、ピースの外面が核に密差する

のが普通であるが、中にはピースと核が接蒼せず離れてしまう場合があり、

或いはピースの内面が接着する場合がある。
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ピース外面が核に接蒼せずに少し離れている時は遊離した細胞の集体を

含む、異常形真珠、を作る事が多く、離れ方が大きいが、ピースに真珠袋

形成力が弱い;場合、核をとりまく真珠袋を形成せず、νラダマ、になる
ピース内面が核に接差した埼合は奇i/ラダマグになる可能性が高い。

OJ11上逸校:1957，震珠袋形成の研究

IV.低温処理を施したアゴヤガイの外套膜片による主主珠袋並びに翼珠形成

(国立J~~î珠研究所報告、 3 ) 

挿枝子術後、低水誌で飼育されると真珠袋の形成が遅れるが、移殖外玉三

!探片だけを低温にさらした場合は其珠袋形成に異常は認められなかった。

ピースがいろいろの刺戟をうけても一応反応をあらわずが出来上った真

珠の色とか巻きには肉眼的な差は認められない。

5"Cの低温処理の刺戟にも外套膜)ずはたえ得るし、真珠の品質には5-40
時間の冷蔵もさほどの影響を及ぼさない。

C町井昭:1957，冥珠袋の形成について (1) (本誌、第2~子)

移強した上皮が良珠袋を形成するに要する日数は下記の通りである。
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夏期水温注意予報.ク
本年も愈、々 milJd置期になり、立珠貝の耗死会j策をせねばならぬ時にな
ったが、昨年多徳島に建てた色別吹流しによる予報は大!苦役に立った

所から、ヨド:年は更に要情ある各地区に増設する事にしたので参考にし

て好成果を収めて国きたい。

(地区)

多稽鳥

越糞

和具

浜島

組問

様

五ケ所(青年会)

(国研)

(井!二物

(水嘩高校)

(水

(北付 ~.ti 珠)
(中J左足珠)

宮

(日欠?nfし)
(旗)

(♂)  

( // ) 

(グ)

(グ)

(グ)

(様式)

280 以と
26，-27.90 

23~25 90 

22.90以下

赤(警戒)

葺(注意)

脅(最適)

白(安全)

庁 報通
三重県条例第10号

三重県真珠養殖事業条例の一部を改正する条例をこ Lに公介fするぐ

昭和33年3月31日
三重県知事 田中党

三重県J;3!;珠養殖事業条例(昭和32年三重県ー条例第31~子)の一部を次のように

改正する。

第3条第2項中 13月l日からi司月31日jを 14月l日から 4月30El Jに改
める。

附則第 3~貞中 13 月 31 日 J を 14 月 30 日 J に改める。

附民IJ

1. この条例は公布の白から施行する。

2. この条例施行前、従前の第3条第2項の規定に基き提出した登録の申請

書はこの条例の規定に基き提出したものとみなす。

三重県条例第19号

昭和33年4月!日
三重県知事 田中党

三重県~珠事業条例の一部を次のように改正する。

第9条の表中「木ワク筏(大きさの標準3間X3.5間)Jを「ァドワク筏(大きさ

の標準5.46mX6. 37m) Jに、 「竹筏(大きさの標準民さ 5間以内)Jを「竹筏

(大きさの標準長さ9目lm)Jに改める。

この条例は公布の日から施行する。
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附着状況 j 
Cカgl2より帰ってきた貝の ! 冬季弊死率調査報告

附着物はシロポヤが多

く、殆んど良が見えね位

ついているが、望室死は見

られなかった。

C的矢湾口ではフサコケム

シが多く、カサネカンザ

シ、サヲサアジツポカ~"'"=コ

ぎ始めている。

現在では貝控除後約1ヶ

弓で叉附管がftられる。
(S) 

場所多徳島問研臨海実験崎前

;@下水深 10m 

然死三終

ほ介 (3年介)…・・ ・.........約32%

黒介(昨年産珠持核)… …30.6'1色

調査月日 5月四日

⑨l吉蓄に沢山cl∞個以上)入れたもの

はタEが多く、 60個入れのものは死

F幽歯----“雌・・司明輔幽箇聞珊剛副嗣町開醐---帽胸t・開開閉開問 m ・・・、
E 
が少ない傾向で、あった。

地
区 ' ' 
- I 
園田 E 

ュ，

ス 1

(辛口兵水産高校)~;_k{1fu上昇と共に{可れの介も

抱卵し始め挿核作業不可能

な状態になって来ましたの

で各工場とも卵抜き作業に
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ーそ主主の様です。方法としては竹籍・金

精書室のj収容密度を高くしての深舟し浅

品への水漏差の利用・比震を利用して

の外洋1](に依る方法が一般的な傾向の

様です。アミノ骸利用に依る方法は何

れも試験程度で実用化していな様で

すc なほ卵時期の作業として半円真珠

養殖作業をやってみてはと言う意見を

もっている人もある様です。

(布施回南勢真珠、松崎宗之)

-49-

地区ニユース

募集タ

どんな事でも、し、つで

もハガキで結構ですか
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4月英虞湾の概況
今回の観測は湾内に於ける水泊、月4素:量、ブラシクトシ等の水平分布につい
て調査し持はから問日々fJ附近の広い部分18測点について行った。
表耐水温をみると湾[J部近く浜島~詳[J座を結ふ線上中央部に17.30Cの部分的
な低温部があり湾内全般には 17.90C前後となっているが、湾口部よりも
部の方が梢々 ['さi池となって夏型えの移行を示している。
5m層では17.00C以下の湾奥水が湾口部にrDJって張り出しているため17.0-17.
30Cの湾口部水新は浜烏浦では東岸よりに湾央部では崎烏よりに越賀方部へ分
岐して存在する。従って湾口部表面の低温在日は5m層からの上昇又は混合によ
るものとみられ従来からも屡々観測されたものである。査亘分布からみると一
般に 1-4mに躍屑がみられ、これより浅い層では湾奥部か、これより深い自で
は湾口部がl笥温となって逆の水平分布を示すこと Lなる。

士長素草分布からみると表前iでは崎島半島先端部に外洋水と連絡すると忠われる
18.5漏の['，;)蹴fれがあり、これに射して湾中央部越賀沖には18.0泌を中心とする
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大きな低鹸吉!)があり、湾仁」部に向って拡散しながら移動するj伏態にあることが
わかる。吏に奥部の多徳島附i止には17.8訴の低麟:&1)があり除々に湾央に押し出
される朕態にあると忠、われる。この雨者は恐らく湾央部低麟部は 4月24日を中
心とする|前半jによって、多徳島{耳;蹴部は27日の降雨によって犬々鵜方口爽i部か
ら流出したものと推定される。これに封して布施EfI片凹方面iではこれらの降雨
の直接的影響は前んどなく、停滞吠態にあるものと忠われた。
5mj習では水温分布と全て同様に崎島半島先端から浜島岸へ向って高献z貯
が深く入っている他、表面に於ける湾央低献部の影響は全くみられない。
沈i殿量より Planktonの分布吠態をみると最大量は St.8.9(湾口)に最小量は外
洋水の直接影響のないSt.lにみられ、共の他の地点では量的差異は殆んどなか
った。検読の結果は例年のとおりで Noctilucascinti1lansの出現が目立ち常に
慢勢種である。 Chaetoceras属は殆んどみられず従って砧潔類は年間最少期に
当りCoscinodiscusgigass， Eucampi旦 zoodiacus，Rhizosolenia imbricata，等
健かに出現している。動物刊では前記Noctilucaの80%についで桟脚類の幼体、
Oikopleuraが多く又この組成は全地点共通であった。
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三会三三報三

1. 5月基礎研究分科会例会

5月29日午前10時より国立E宝珠研究所に於いて開催された。

先づ、英虞湾に発生した赤潮の現況について意見の交換を行い、引つづいて

国研植本氏より発表があり、午後は発表事項につき討論を行って2時半散会

した。
二生
日JJi;

2. 

出 f市

題

英虞湾に発生した赤潮の現況について

アコヤ貝の生殖腺に関する諸問題

国立真珠研究所 植木東彦氏

者

太|週、 町井、

村主

田中、 宮内

横尾

佐藤、 阿山

岩崎

青木

磯部

和問、 fti4三国立真珠研究所

水産試験場

水産高校

御木本莫珠

佐藤養殖場

山勝真珠

富士真珠

みつわ真珠

研究会 山本(文)、山本(ー)丸山、谷

2. 6月経営研究分科会例会

経営研究分科会6月例会は、 6月2日午前103寺より伊勢市真珠会館で会員多

数の出席のもとに開催された。

会合は先づ、全国真珠漁協常任幹事、安田勝己氏の発表に始められ、御木本

真珠永井信也、全国真珠漁協伊原良作、富士真珠横瀬賞一氏の順序で続けられ

た。各講師の研究発表後の質疑応答は活i穫を極め、会員各f立の翼珠企業経営に

関する熱意の高さが何われ、時間の経過も忘れi司日午後4時30分閉会した。

なおさ日の議題及び講師、出席者は下記の如くである。発表内容は遂次会報

に発表致します。

議題

(1) 金融の形態について

全国真珠漁協常任幹事 安田勝己氏
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(2) 法人税、所得税の輸出所得の特別控除

全国莫珠海、協伊原良作氏

(3) 社会保険について

御木本真珠 永井信也氏

(4) 真珠企業の合理化について

富士!'{珠 横ii1!ll寛一氏

出席者(順不同)

南勢真珠KK 越智清秀

極東真珠KK 須古真

加藤~珠養殖KK 加藤寛治

(有) 佐藤義嫡1号 谷間健一

中甚真珠 中村忠臣

北市真珠 北村一宿

岩常真珠 荒;堀春雄

富士真珠 青木駿

水産高校 土井秀夫

水産試験場 木村三郎

志摩町片田 浜口栄

阿児町神明 島村俊一

南勢町五ケ所 幸田隆

全国亘珠漁協 安田勝己

// 伊原良作

研究会 佐藤忠揚阿部功

山本文栄丸山明郎

横瀬寛一白井祥平

山本一彦久米村優

谷たい

次期経営研究分科会は期日及び議題決定次第発表致します。 (久米村)

3.紀北地区研究発表会

紀北地区真珠研究会例会は6月15日午後 l時より引本小学校講堂に於いて開

催された。

当日は地元役員の多大の御助力のもとに出席者も 140名の多きを数え、地元を

代表して住屋己之助氏の挨拶に始まり佐藤忠揚代表幹事の開会の挨拶の後. 3 

講師の講演、質疑応答があり 5時30分間会した。(中村)

-55-



講演議題

1. 真珠養殖の全般的諸問題について

2. 異常形真珠について

3. 引本、尾鷲湾の海況について

出席者 (代表者のみ)

国立真珠研究所:高山

県立水産試験場:木村

富士真珠:青木

住尾己之助家崎栄次移p民次郎

速水禁珠東莫珠

奥村清一畦地忠男世古義治

和泉E宇治 内山平織

植村俊吉

須賀利漁協

国立~珠研究所所長高山活夫氏

富士真珠研究部青木駿氏

三重県水産試験場木村三郎氏

研究会:佐藤山本(文) 山本(ー〉

中村白井

雑報

1.交換資料御干し

国立真珠研究所大村支所 : Iしんじゅ」第29号

国立翼珠研究所報告第3号

御木;本真珠研究部 I育関 鐸 : 真珠養殖の研究

グ ク :真珠養殖の研究 (1) 

東北大学浅虫臨海実験所報告第9巻第l号

的矢湾養燐研究所研究報告 第 l号

西海区水産研究所研究報告 第15号

西海区水産研究所 : 東海、黄海における底魚資源の研究 (4)

静岡県水産試験場、 原因雄四郎、阿井敬雄

アコヤガイえの放射線(J線X線)外部照射試験

日本水産経済新聞社 : 日刊水産経済新聞

-56-



三重県立水産高等学校 : 中間発表報告書

(水産増殖課程における真珠養殖の綜合的研究)

東北大学理学部生物学教室 山本護太郎

陸奥湾産のホタテガイの増績に関する研究の最近の進歩他

日本]'l;珠輸出組合 : ニューヨーク国際見本市に関するレポート No.4

三重県水産試験場 : 突虞湾の海況調査報告 (4月)

2 済料配布

会報様込用表紙

(総色レーヂー製金文字入り)

国立~~珠研究所報告 3

会報1.2号
上百己申込みは代金な添えてお願いあ〔します。

1冊 50円

l冊 200円

1 2 0円

:感
4月のこの欄をかりて、活溌なる御意見

の発表をお願いした所、たちまち原稿が集

まり 5月号は創刊以来始めてのI曽頁をした

位であって、誠に嬉しい悲鳴をあげたので

あるが、今日お;び会員の皆様に御協力願うべく、こ込に投交した次第で、ある。それは

!可処の会でも最も頭の痛い問題で、多少はゆったりしている当会もやはり、金の問題

で奇心しているのである。突の所、これ丈大きく成長した研究会を維持し、次々と新

しい研究企画をし、分科会を開催し、資料を集めたりするのに相当の予算がいるにも

かふわらず、昨年より少い予算状態であり、何とも困ったものである。

それというのも費用一切は会員から頂く会費に頼っているからで、それも対んど毎

月の余報、通信望者で、お返ししているのである。それ故、もしこの会費の納入が頂けな

い崎岳は:会報発行は立ち所に中止ぜればならないわけで、あるが、現状はもう 6月にも

なるのに昨年度の会費が]頁けない方があり、更にいろいろ御斡旋している印刷物や計

務費用すらいたどいていないのである。

研究会は会員の為にあるから、大いにお役に立ちたいが、全て先払いで立替えてい

るのであるからなるべく申込と同時に送金頂きたく、研究会の運営?を少しでもスム{

スiこ行く様に御協力願いたい。

ヌ、いろいろな御意見や企画をお寄せ下さる様お願いします。 (常任幹事)
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; 編 輯後記 j 
; 0先月に次ぐ紀北地底研究会を引本で開催し、愈々本格的作業に入った i 
l 養殖場を見る事が出来た。 1

; 最近の研究会のあり方はもっぱら指導啓蒙機関として役割を果してい j 
j ると思うが、これも国立真珠研究所、制式始め業者各位の附助の ; 

i 賜であり感謝にたえない。

i 0発足当時叫川と大分変つ市が適時広く知識になる勅 : 

? 発表し、真珠界発展の一助となりたいものである。;

i 0己に相当の号数を重ね、よくも続いたものと疑われる位であり、貴重 j 
! なものと好評を頂いているが、パックの部数があまりないので大切に ; 
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石川
本社
志摩営業所

紀州営業所
賢島営業所

具具料材金 ス線品プププ鎗料網筏

商工株式会社
伊勢市本町国鉄山間駅前電話(伊勢)代5165・5166・5167
志摩郡浜島町電話(浜島)58・176
尾港市川原町電話(尾鷲)4.54・980
志摩郡阿児町賢島

営業 種 目

クレモナ真珠網・真珠用錨・針金・各種ロープ

ワイヤーロープ・コーノレターノレ・機械・工具・塗料

ミノレプ・船用品・鉄管・継手・ポンプ

其の他真珠養殖資材一般

関西ターノレ製品株式会社}
関西金属製鋼株式会社}三重県総販売庖
日本製網株式会社!

尾道錨製造株式会社販売庄

三協商事株式会祉
本社 三重県伊勢市吹上町一八O 電話(伊勢)2938番4896番

志摩出張所三重県志摩郡阿児町資島(駅前)電話(賢島)37番



営業品目

紡績・撚糸・漁網

卒回紡績株式会福士
取締役社長宗村佐信
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本社及工場 四日市市天ケ須賀32

T E L (富田)900-904番

4 .. ・・ -=:.... .... 営業所東京大阪名古屋

ー
真珠資材特約広監平本末次郎商活

コールタール 錨 針金

聾殖用浮樽製造 ワイヤー口一プ

デピロンパールネット 合成繊維吊線

漁網染付 その他養殖資材一式

塁塁卒本末攻郎商庖

三重県度会郡小俣町 電話(伊勢)2348番

賢島営業所三重県志摩郡阿児町資島(電話資島3番17番)

尾鷲染付工場三重県尾鷲市北浦(電話尾鷲 275番)



全国真珠養殖漁業協同組合

組合長堀口初三郎

副組合長荻原孝之

同 西岡光夫

専務理事井上 巌

伊勢市器ii::J町84ノ2(立珠会主主肉)

電話 4 1 4 7 -- 9 呑

三重県真珠協同組合連合会

理事長中村正一

副理事長南 平左衛門

専務盟事三橋弁一郎

同 磯和清幸

伊勢市岩淵町84ノ2(県珠会館内)

電話(代) 5 1 1 5 番

電略「パーレ γj
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